
瞑
想
法
遊
学
の
お
わ
り
に 

―
大
拙
・
西
田
の
居
士
禅
の
「
虚
」
を
難
ず
― 

  

こ
の
頃
、『
理
趣
経
』
を
お
が
ん
で
い
る
と
、「
百
字
偈
」
の
あ
た
り
か
ら
「
ゾ
ー
ン
」（
無
我
の
境
）
に

入
り
は
じ
め
、
「
善
哉
」
「
合
殺
」
で
は
自
分
の
声
だ
け
が
響
い
て
い
る
外
界
を
自
分
の
な
か
に
内
化
し
て

自
受
法
楽
し
、
最
後
の
「
毘
盧
遮
那
佛
」
が
終
っ
て
我
に
返
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。 

高
校
時
代
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
を
め
ざ
し
来
る
日
も
来
る
日
も
卓
球
に
明
け
暮
れ
て
い
た
頃
、
練
習
中
や

試
合
中
に
よ
く
「
ゾ
ー
ン
」
に
入
る
経
験
を
し
た
。
大
学
生
に
な
っ
て
東
洋
哲
学
科
に
学
び
、
同
科
学
生

に
は
よ
く
あ
り
が
ち
な
鈴
木
大
拙
や
鎌
倉
の
禅
寺
に
の
め
っ
て
い
た
頃
、
静
寂
の
な
か
で
坐
っ
て
も
無
念

無
想
に
な
れ
な
い
の
に
、
身
体
と
頭
を
フ
ル
回
転
さ
せ
て
極
度
に
精
神
集
中
し
て
動
き
続
け
る
卓
球
で
は

「
無
意
識
の
意
識
」
状
態
に
な
れ
る
の
は
ど
う
し
て
か
、
不
思
議
だ
っ
た
。 

「
ゾ
ー
ン
」
に
入
る
と
は
、
ア
ス
リ
ー
ト
が
よ
く
経
験
す
る
こ
と
で
、
私
の
場
合
は
「
無
意
識
の
意
識
」

状
態
の
な
か
で
身
体
と
頭
と
が
勝
手
に
卓
球
を
や
っ
て
い
て
、
し
か
も
結
果
が
つ
い
て
く
る
超
能
力
的
な

状
態
。
高
校
二
年
の
秋
の
頃
に
は
、
意
識
し
て
「
ゾ
ー
ン
」
に
入
れ
る
よ
う
に
な
り
、
相
手
選
手
の
打
球

に
対
し
て
自
然
に
身
体
が
反
応
し
、
瞬
時
に
相
手
選
手
の
次
の
打
球
や
作
戦
心
理
を
読
め
る
（
六
神
通
で

言
う
「
他
心
通
」
の
よ
う
な
）
直
観
経
験
も
よ
く
し
た
。
県
大
会
の
決
勝
で
は
会
場
と
大
会
そ
れ
自
体
が

私
の
な
か
に
収
斂
し
、
私
が
会
場
・
大
会
そ
の
も
の
と
い
う
「
入
我
我
入
」
的
な
経
験
も
し
た
。 

 



 

「
加
行
」
で
は
じ
め
て
密
教
観
法
を
経
験
し
て
以
来
、
瞑
想
法
を
長
く
学
び
き
て
、
今
、
次
の
こ
と
が

脳
裡
に
浮
ん
で
い
る
。 

 

①
イ
ン
ド
に
お
け
る
瞑
想
法
の
源
流
で
あ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
ヨ
ー
ガ
が
、『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
の
あ
と
に

『
ヨ
ー
ガ
・
タ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
』
な
ど
の
ヨ
ー
ガ
主
義
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
群
を
経
て

『
ゲ
ー
ラ
ン
ダ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』『
ハ
タ
・
ヨ
ー
ガ
・
プ
ラ
デ
ィ
ー
ピ
カ
ー
』『
シ
ヴ
ァ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』

な
ど
の
説
く
ハ
タ
・
ヨ
ー
ガ
に
至
っ
て
シ
ャ
ー
ク
タ
派
の
影
響
を
受
け
タ
ン
ト
ラ
化
し
た
こ
と
。
現
在

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
聖
地
リ
シ
ケ
ー
シ
ュ
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
ヨ
ー
ガ
も
そ
れ
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
を

は
じ
め
海
外
で
行
わ
れ
て
い
る
ヨ
ー
ガ
も
ハ
タ
・
ヨ
ー
ガ
か
そ
の
亜
流
で
あ
る
。 

 

②
仏
教
の
瞑
想
法
も
、
釈
尊
の
「
十
二
支
縁
起
」
の
順
観
・
逆
観
（
「
観
」
法
）、
ア
ビ
ダ
ル
マ
諸
部
派
の

「
止
（
シ
ャ
マ
タ 

1am
ath

a

）
」「
観
（
ヴ
ィ
パ
シ
ュ
ヤ
ナ
ー  

v
ip

a1y
an

q

）
」、
さ
ら
に
大
乗
の
瑜
伽
行

（
唯
識
）
派
の
「
止
観
の
双
運
」
、
密
教
に
至
っ
て
諸
尊
と
の
三
密
瑜
伽
の
「
観
」
法
、
そ
し
て
後
期

密
教
（
『
グ
フ
ヤ
・
サ
マ
ー
ジ
ャ
・
タ
ン
ト
ラ
』
『
へ
ー
ヴ
ァ
ジ
ュ
ラ
・
タ
ン
ト
ラ
』
）
に
お
い
て
ま
た

ヒ
ン
ド
ゥ
ー
（
シ
ャ
ー
ク
タ
派
）
の
影
響
を
受
け
、
性
的
（
タ
ン
ト
ラ
）
ヨ
ー
ガ
に
変
展
し
た
こ
と
。 

 

具
に
は
サ
ン
ヴ
ァ
ラ
系
密
教
の
「
尸
林
の
秘
儀
」
に
お
け
る
男
女
交
合
の
瑜
伽
。
こ
の
場
合
女
性
が

「
般
若
」
（
「
空
」
の
智
慧
、
サ
ト
リ
）
、
男
性
が
「
方
便
」
（
「
空
」
の
実
践
、
衆
生
済
度
）
で
、
瑜
伽

（
性
交
）
は
「
般
若
」
と
「
方
便
」
の
一
体
化
。
「
般
若
及
方
便
」
は
『
理
趣
経
』
に
も
見
え
る
。 



「
尸
林
の
密
儀
」
と
は
、「
尸
林
」（
シ
ュ
マ
シ
ャ
ー
ナ1m

a1qn
a

）、
す
な
わ
ち
処
刑
場
や
人
の
死
体

が
こ
ろ
が
る
墓
地
、
死
体
に
群
が
る
野
獣
や
魑
魅
魍
魎
が
徘
徊
す
る
気
味
の
悪
い
場
所
で
、
そ
こ
に
は

カ
ー
リ
ー
系
や
土
着
の
女
神
を
祀
る
い
く
つ
も
の
神
祠
が
あ
り
、
そ
れ
に
ダ
ー
キ
ニ
ー
・
ヨ
ー
ギ
ニ
ー

と
言
わ
れ
る
ア
ウ
ト
カ
ー
ス
ト
の
巫
女
（
マ
ハ
ー
・
ム
ド
ラ
ー
）
が
仕
え
、
彼
女
た
ち
は
日
常
牧
畜
や

工
芸
な
ど
の
仕
事
に
従
事
し
、
特
定
の
祭
日
に
秘
密
集
会
し
て
死
者
の
人
肉
や
排
泄
物
な
ど
非
日
常
的

な
悪
食
（
＝
聖
食
、
サ
マ
ヤ
）
を
口
に
し
、
酒
を
飲
み
、
歌
っ
て
踊
る
「
ガ
ナ
・
チ
ャ
ク
ラ
」
と
い
う

秘
儀
（
ギ
リ
シ
ャ
の
オ
ル
ギ
ア
）
を
行
う
。
秘
儀
は
、
一
人
の
男
性
行
者
が
シ
ヴ
ァ
神
の
異
形
で
あ
る

バ
イ
ラ
ヴ
ァ
を
そ
の
場
に
召
き
、
そ
の
周
囲
を
円
形
（
マ
ン
ダ
ラ
）
に
八
人
の
女
性
が
囲
ん
で
女
神
を

召
集
し
、
天
体
の
運
行
（
星
辰
の
回
転
）
に
擬
す
る
方
法
で
女
性
が
位
置
を
変
え
つ
つ
（
ヨ
ー
ギ
ニ
ー

の
転
移
（
サ
ン
サ
ー
ラ
））
、
中
央
に
い
る
男
性
行
者
と
次
々
に
瑜
伽
（
交
合
）
す
る
。
男
性
は
遊
行
者
・

在
家
の
行
者
・
出
家
僧
た
ち
で
あ
る
。
こ
の
「
尸
林
の
密
儀
」
は
方
法
論
的
に
も
思
想
的
に
も
高
度
に

シ
ン
ボ
ル
化
（「
方
便
」
化
）
さ
れ
た
秘
密
集
会
（
グ
フ
ヤ
・
サ
マ
ー
ジ
ャ
）
で
あ
る
。 

 

③
イ
ン
ド
の
瞑
想
法
が
タ
ン
ト
ラ
化
す
る
一
方
、
中
国
に
渡
っ
た
大
乗
の
「
止
観
」
は
、
華
厳
の
「
海
印

三
昧
」
、
天
台
の
「
摩
訶
止
観
」
と
な
り
、「
止
」
は
曹
洞
系
の
「
只
管
打
坐
」（
「
黙
照
」）
禅
に
、「
観
」

は
臨
済
系
の
「
公
案
」
禅
に
な
り
、
密
教
は
三
密
瑜
伽
の
「
観
」
法
を
儀
軌
化
し
て
守
り
継
い
だ
が
、

瑜
伽
行
の
本
流
の
中
国
法
相
宗
は
瑜
伽
行
（「
止
観
」
）
よ
り
唯
識
学
の
学
問
学
派
に
転
じ
た
こ
と
。 

 



④
中
国
仏
教
の
大
き
な
潮
流
と
な
っ
た
禅
は
当
初
、「
有
教
無
観
」
と
揶
揄
さ
れ
た
中
国
華
厳
の
補
完
的
な

存
在
で
、
「
海
印
三
昧
」
な
ど
華
厳
の
説
く
法
界
真
如
を
観
想
す
る
行
だ
っ
た
。
南
イ
ン
ド
の
出
身
と

言
わ
れ
る
ボ
ー
デ
ィ
・
ダ
ル
マ
（
菩
提
達
磨
、
通
称
達
磨
）
を
宗
祖
と
し
、
時
代
を
経
な
が
ら
次
々
と

す
ぐ
れ
た
禅
僧
を
排
出
し
て
唐
代
か
ら
宋
代
に
か
け
て
隆
盛
を
極
め
た
が
、
お
よ
そ
坐
り
続
け
て
一
点

集
中
し
無
念
無
想
に
な
る
「
只
管
打
坐
」（
「
漸
悟
」
）
の
曹
洞
禅
と
、
そ
の
「
只
管
打
坐
」
を
拒
否
し
、

「
公
案
」
の
参
究
に
よ
る
直
観
（「
見
解
」
）
で
「
頓
悟
」
す
る
臨
済
禅
に
代
表
さ
れ
る
こ
と
。 

 

⑤
臨
済
系
の
「
公
案
」
禅
に
つ
い
て
少
々
述
べ
れ
ば
、
打
坐
で
得
た
「
見
解
（
け
ん
げ
）
」
の
禅
境
（
禅
的

な
絶
対
「
無
」
（「
空
」
）
の
達
観
、「
見
性
」
）
を
問
答
形
式
や
三
段
論
法
で
説
く
の
で
あ
る
。 

 

問
答
は
先
ず
、
あ
る
僧
が
仏
教
教
理
や
禅
的
な
命
題
を
老
師
に
問
う
。
こ
れ
に
は
、
答
え
る
老
師
に

自
己
矛
盾
を
生
じ
さ
せ
る
二
股
か
け
の
「
験
主
問
」
が
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
こ
れ
に
老
師
が
答
え
る
。

と
こ
ろ
が
こ
の
答
え
は
「
無
」
と
か
「
庭
先
の
柏
樹
」
と
か
、
問
い
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
の
答
え
が

返
っ
て
く
る
。
そ
の
意
味
不
明
の
答
え
が
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
「
無
」
（
「
空
」
）
の
見
地
で
達
観
す
る

の
が
「
見
解
」
で
あ
り
臨
済
禅
の
真
骨
頂
で
あ
る
。 

例
え
ば
、
よ
く
知
ら
れ
た
「
狗
子
（
く
し
）
仏
性
」
（
犬
に
仏
性
有
り
や
無
し
や
）
が
あ
る
。
「
趙
州

（
じ
ょ
う
し
ゅ
う
）
狗
子
」
「
趙
州
無
字
」
と
も
言
わ
れ
る
。 

 



趙
州
和
尚
、
因
み
に
僧
問
う
。
狗
子
に
還
た
仏
性
有
り
や
、
也
無
し
や
。
州
云
く
。
無
。 

（
『
無
門
関
』
第
一
則
） 

 
あ
る
僧
が
趙
州
老
師
に
「
犬
に
仏
性
が
あ
る
か
、
な
い
か
」
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
老
師
は
「
無
」
と

だ
け
答
え
た
。
あ
る
僧
は
、
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
を
楯
に
、「
あ
る
」
と
答
え
れ
ば
畜
生
は
「
一
切

衆
生
」
に
入
る
の
か
と
難
じ
、
「
な
い
」
と
答
え
れ
ば
「
悉
有
仏
性
」
に
反
す
る
と
責
め
た
て
る
二
股

引
っ
か
け
の
「
験
主
問
」
を
試
し
た
が
、
老
師
は
「
仏
性
」
の
有
る
無
し
と
い
う
相
対
的
・
世
俗
的
な

考
え
を
否
定
し
て
「
無
」
と
だ
け
答
え
た
。
仏
性
が
有
る
無
し
の
「
無
い
」
の
意
味
で
は
な
い
。 

然
る
に
、
こ
の
公
案
の
元
で
あ
る
『
趙
州
録
』
に
は
、 

 

問
う
。
狗
子
に
も
還
た
仏
性
有
り
や
。
師
云
く
。
無
し
。
学
云
く
。
上
は
諸
仏
に
至
り
下
は 

螘
子
に
至
る
ま
で
、
皆
仏
性
有
り
。
狗
子
に
什
麼
と
し
て
無
き
。
師
云
く
。
尹
に
業
識
性
の 

在
る
が
爲
な
り
。
（
『
趙
州
真
際
禅
師
語
録
三
巻
』
（
通
称
『
趙
州
録
』）
） 

 

と
あ
っ
て
、
犬
に
は
「
業
識
性
」（
無
明
に
起
因
す
る
妄
識
）
が
あ
る
か
ら
「
無
い
」
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
『
趙
州
録
』
の
相
対
的
な
「
無
」
が
『
無
門
関
』
の
絶
対
「
無
」
に
転
じ
る
の
は
、
宋
代
の
五
祖

法
演
禅
師
あ
た
り
か
ら
と
言
う
（『
無
門
関
を
読
む
』
秋
月
龍
珉
、
講
談
社
学
芸
文
庫
）
。 

 



こ
の
仏
性
の
公
案
、
道
元
は
『
涅
槃
経
』
に
あ
る
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
の
「
悉
有
」
を
創
造
的

に
誤
読
し
、「
悉
有
は
仏
性
な
り
、
悉
有
の
一
分
を
衆
生
と
い
ふ
」「
こ
の
山
川
大
地
み
な
仏
性
海
な
り
」

と
言
い
（
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』）
、「
悉
有
」
を
諸
法
実
相
の
よ
う
に
普
遍
化
し
、
衆
生
は
そ
の
一
部
だ
と

す
る
。
「
悉
有
」
の
「
有
」
は
絶
対
的
な
「
有
」
で
あ
り
、
「
仏
性
」
も
従
っ
て
何
か
に
は
あ
っ
て
何
か

に
は
な
い
と
い
う
相
対
的
な
も
の
で
は
な
い
。
「
犬
に
仏
性
が
あ
る
か
」
と
い
う
問
い
は
、
仏
性
と
は

相
対
的
な
も
の
か
と
聞
い
て
い
る
も
の
だ
が
、
そ
の
問
い
自
体
が
無
意
味
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

 

一
方
三
段
論
法
に
は
、
例
え
ば
中
国
宋
代
の
禅
僧
青
原
惟
信
老
師
が
残
し
た
有
名
な
「
山
を
見
る
に

是
れ
山
～
～
～
」
が
あ
る
。
本
文
の
書
き
下
し
と
私
釈
を
紹
介
す
る
と
、 

 

老
僧
、
三
十
年
前
、
未
だ
参
禅
せ
ざ
る
時
、
山
を
見
る
に
是
れ
山
、
水
を
見
る
に
是
れ
水
な
り
き
。

後
來
、
親
し
く
知
識
に
見
え
て
箇
の
入
処
有
る
に
至
る
に
及
び
、
山
を
見
る
に
是
れ
山
に
あ
ら
ず
、

水
を
見
る
に
是
れ
水
に
あ
ら
ず
。
而
今
、
箇
の
休
歇
の
処
を
得
て
、
依
前
、
山
を
見
る
に
祇
だ 

是
れ
山
、
水
を
見
る
に
祇
だ
是
れ
水
な
り
。
（『
続
伝
燈
』
二
十
二
、
『
五
燈
会
元
』
十
七
） 

 

●
一
段
目
は
、
「
三
十
年
前
、
ま
だ
禅
の
経
験
を
し
て
い
な
い
時
に
、
山
を
見
て
み
る
と
世
間
の
人
が

み
な
言
う
山
で
あ
り
、
水
を
見
て
み
る
と
世
間
常
識
で
言
う
水
だ
っ
た
」
と
い
う
の
が
一
段
目
で
、

私
た
ち
世
間
の
現
実
世
界
で
山
川
と
言
わ
れ
て
い
る
山
川
の
こ
と
。
仏
教
教
理
で
言
う
と
「
分
別
」



（
「
妄
分
別
」）
で
見
た
山
川
。
井
筒
俊
彦
の
「
分
節
」
「
現
象
態
」
の
山
川
、
澄
観
の
「
四
法
界
」

で
言
う
「
事
法
界
」
の
山
川
。
認
識
主
体
と
認
識
さ
れ
る
対
象
（
客
体
）
が
二
分
化
で
の
山
川
。 

●
二
段
目
（
往
相
）
は
、
「
そ
の
後
す
ぐ
れ
た
師
家
に
出
会
っ
て
修
行
に
励
み
、
悟
る
と
こ
ろ
あ
っ
て

山
を
見
た
と
こ
ろ
、
山
だ
と
思
っ
て
い
た
も
の
が
山
と
い
う
実
体
は
な
く
、
水
に
も
水
と
い
う
実
体

は
な
く
、
従
っ
て
山
で
も
な
く
水
で
も
な
く
、
山
も
水
も
「
無
自
性
」
「
無
実
体
」
「
空
」
（
「
無
」
）

で
あ
る
」
と
い
っ
た
意
味
で
、
禅
の
「
無
」
境
で
見
え
た
実
体
な
き
山
川
。
概
念
や
属
性
が
す
べ
て

無
意
味
化
さ
れ
「
た
だ
在
る
」
山
川
。
「
無
分
別
」
に
お
け
る
山
川
。
井
筒
が
言
う
「
絶
対
無
分
節
」

「
真
実
態
」
の
山
川
。
『
大
乗
起
信
論
』
の
「
離
言
真
如
」
の
山
川
。
「
四
法
界
」
の
「
理
法
界
」
で

の
山
川
。
龍
樹
（
『
中
論
』
）
の
二
諦
説
の
「
真
諦
」
「
勝
義
諦
」
の
山
川
。
道
元
の
「
身
心
脱
落
」

で
の
山
川
。
主
客
二
分
の
認
識
か
ら
消
え
た
山
川
。 

●
三
段
目
（
還
相
）
は
、
「
そ
し
て
今
、
悟
入
を
重
ね
安
心
の
境
を
得
て
、
前
と
同
じ
く
山
を
見
た
と

こ
ろ
、
山
は
た
だ
世
間
の
言
葉
で
仮
に
山
と
言
わ
れ
て
い
る
山
で
あ
り
、
水
を
見
れ
ば
た
だ
世
間
の

言
葉
で
仮
に
水
と
言
わ
れ
て
い
る
水
に
過
ぎ
な
い
」
と
い
っ
た
意
味
で
、
「
無
」
境
に
依
然
と
し
て

あ
り
つ
つ
、
世
間
の
衆
生
に
わ
か
る
よ
う
に
世
間
の
言
葉
で
山
や
川
と
仮
に
名
づ
け
ら
れ
た
山
川
。

世
間
の
言
葉
で
言
語
化
さ
れ
な
が
ら
、
な
お
「
無
実
体
」
の
ま
ま
の
山
川
。
概
念
や
属
性
が
す
べ
て

無
意
味
化
さ
れ
な
が
ら
「
仮
名
」
で
「
た
だ
在
る
」
山
川
。
仏
教
教
理
で
言
う
と
「
無
分
別
の
分
別
」
、

『
金
剛
般
若
経
』
『
大
乗
起
信
論
』
が
説
く
「
仮
名
」
の
山
川
。
『
大
乗
起
信
論
』
の
「
依
言
真
如
」

で
の
山
川
。
井
筒
の
表
層
と
深
層
の
「
中
間
領
域
」
で
の
山
川
。
「
四
法
界
」
の
「
事
理
無
礙
法
界
」



「
事
々
無
礙
法
界
」
で
の
山
川
。
龍
樹
の
「
俗
諦
」
「
世
俗
諦
」
の
山
川
。
道
元
な
ら
「
脱
落
身
心
」

「
脱
落
即
現
成
」
の
山
川
。
主
客
一
体
に
お
い
て
顕
現
し
た
山
川
。 

す
な
わ
ち
、
こ
の
三
段
目
の
「
仮
名
」「
依
言
真
如
」「
世
俗
諦
」
は
、
禅
の
「
無
」
境
（
二
段
目
）

は
本
来
「
言
亡
慮
絶
」（
言
葉
で
は
言
い
表
せ
な
い
）
な
が
ら
、
そ
れ
を
衆
生
済
度
の
た
め
に
、
衆
生

に
も
わ
か
る
よ
う
に
、
衆
生
が
使
う
世
間
（
一
段
目
）
の
言
葉
で
、
仮
に
、
言
語
化
す
る
「
言
葉
の

媒
介
」
（「
方
便
」）
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
栄
西
の
言
っ
た
「
真
空
妙
有
」
で
あ
る
。 

 

⑥
こ
の
青
原
老
師
の
三
段
論
法
は
、
臨
済
禅
系
で
重
用
さ
れ
る
『
金
剛
般
若
経
』
の
大
乗
の
教
理
、「
仮
名
」

「
仮
有
」
「
仮
設
」
「「
空
」
の
言
語
化
」
「「
方
便
」
と
し
て
の
名
字
」
の
命
題
と
符
合
し
て
い
る
。 

 

善
現
復
白
佛
言
。
世
尊
。
當
何
名
此
法
門
。
我
當
云
何
奉
持
。
作
是
語
已
。
佛
告
善
現
言
。 

具
壽
。
此
法
門
。
名
爲
能
斷
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
。
如
是
名
字
汝
當
奉
持
。
何
以
故
。
善
現
。 

如
是
般
若
波
羅
蜜
多
。
如
來
説
爲
非
般
若
波
羅
蜜
多
。
是
故
如
來
説
名
般
若
波
羅
蜜
多
。 

（
玄
奘
訳
『
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
） 

 

中
国
禅
宗
（
南
宗
）
の
第
六
祖
慧
能
が
『
金
剛
般
若
経
』
の
「
応
無
所
住
而
生
其
心
」
で
大
悟
し
た

と
い
う
故
事
か
ら
し
て
も
、
臨
済
禅
の
伝
統
で
は
『
金
剛
般
若
経
』
を
所
以
の
経
典
と
同
様
に
重
要
視

し
て
い
た
に
ち
が
い
な
く
、
青
原
老
師
も
こ
の
「
如
是
般
若
波
羅
蜜
多
。
如
來
説
爲
非
般
若
波
羅
蜜
多
。



是
故
如
來
説
名
般
若
波
羅
蜜
多
」
（
玄
奘
訳
）
を
常
々
観
想
し
、
字
義
の
含
意
も
き
ち
ん
と
理
解
し
て

い
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
れ
を
書
き
下
せ
ば
、 

 
是
く
の
如
き
般
若
波
羅
蜜
多
を
、
如
来
は
説
い
て
般
若
波
羅
蜜
多
に
非
ず
と
為
す
。 

是
の
故
に
、
如
來
は
説
い
て
般
若
波
羅
蜜
多
と
名
づ
く
。 

 

語
義
を
解
釈
す
れ
ば
、
こ
の
経
文
は
、
善
現
（
須
菩
提
、
ス
ブ
ー
テ
ィ
）
が
世
尊
に
「
こ
の
（
『
金

剛
般
若
経
』
の
）
法
門
を
何
と
名
づ
け
、
ど
の
よ
う
に
奉
持
す
べ
き
か
」
と
問
う
と
、
世
尊
が
「
能
断

金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
」
と
名
づ
け
る
、
そ
の
名
字
を
奉
持
す
べ
し
」
と
答
え
、
次
の
よ
う
に
言
う
。 

 

こ
の
よ
う
な
（
法
門
の
名
字
（
世
間
の
日
常
的
な
言
葉
）
で
言
う
）
般
若
波
羅
蜜
多
を
、 

如
来
は
（
「
無
実
体
」「
無
自
性
」
の
立
場
か
ら
実
在
の
）
般
若
波
羅
蜜
多
で
は
な
い
と
言
い
、 

し
か
し
、
そ
れ
を
ま
た
如
来
は
（
世
間
の
衆
生
に
も
わ
か
る
よ
う
に
、
「
仮
名
」
「
方
便
」
で
） 

般
若
波
羅
蜜
多
と
名
づ
け
た
。 

 

 

こ
れ
を
青
原
老
師
の
三
段
論
法
と
照
合
す
れ
ば
、
「
如
是
般
若
波
羅
蜜
多
」
は
「
山
を
見
る
に
是
れ

山
」
に
相
応
し
、「
如
來
説
爲
非
般
若
波
羅
蜜
多
」
は
「
山
を
見
る
に
是
れ
山
に
あ
ら
ず
」
に
相
応
し
、

「
是
故
如
來
説
名
般
若
波
羅
蜜
多
」
は
「
山
を
見
る
に
是
れ
た
だ
山
」
に
相
応
す
る
。 



大
事
な
の
は
、
三
段
目
の
「
是
故
如
來
説
名
般
若
波
羅
蜜
多
」
で
、
こ
こ
で
須
菩
提
が
問
い
世
尊
が

そ
れ
に
答
え
て
い
る
「
名
字
」
の
問
題
。
本
来
「
無
自
性
」
「
無
実
体
」
の
モ
ノ
・
コ
ト
に
「
名
字
」

を
つ
け
て
言
語
化
す
る
問
題
。
教
理
と
し
て
は
、
大
乗
の
「
仮
名
」「
仮
有
」「
仮
設
」、
龍
樹
（
『
中
論
』
）

の
「
空
・
仮
・
中
」
の
三
諦
の
「
仮
」
。 

青
原
老
師
は
こ
れ
を
「
た
だ
山
」
と
言
っ
た
。
二
段
目
の
「
山
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
「
無
」
の
境
に

あ
り
つ
つ
、
世
間
の
日
常
的
な
言
葉
（
「
仮
名
」
）
で
「
言
亡
慮
絶
」
の
「
無
」
境
を
言
語
化
す
る
次
元

の
こ
と
で
あ
り
、
一
段
目
の
私
た
ち
世
間
世
俗
の
現
実
世
界
の
こ
と
で
は
な
い
。
井
筒
俊
彦
は
、
こ
れ

を
「
禅
的
言
葉
が
展
開
す
る
場
面
」
と
言
っ
た
。
こ
の
「
仮
名
」
と
い
う
「
無
」
と
「
有
」
の
「
中
間

領
域
」（
「
仮
有
」
）
に
お
い
て
、「
不
立
文
字
」
を
建
前
と
す
る
禅
が
「
公
案
」
な
ど
の
禅
語
（
コ
ト
バ
）

を
許
容
す
る
。
モ
ノ
・
コ
ト
の
概
念
や
属
性
が
す
べ
て
解
体
さ
れ
無
化
さ
れ
た
言
語
の
世
界
で
あ
る
。 

 

無
と
か
無
心
と
か
い
う
と
、
絶
対
無
分
節
だ
け
に
重
心
が
か
か
る
け
れ
ど
、
そ
れ
だ
け
で
は 

禅
の
存
在
論
で
も
な
く
、
禅
の
意
識
論
で
も
な
い
。
「
絶
対
無
分
節
者
で
あ
り
な
が
ら
、 

し
か
も
同
時
に
そ
れ
が
時
々
刻
々
に
自
己
分
節
し
て
、
経
験
的
世
界
を
構
成
し
て
い
く
」
と 

い
う
こ
と
で
あ
り
、
・
・
・
。 

 

禅
本
来
の
見
所
か
ら
言
う
と
、
「
山
は
山
に
あ
ら
ず
」
と
い
う
、
矛
盾
命
題
の
指
示
す
る
絶
対 

無
意
味
の
次
元
か
ら
、
さ
ら
に
翻
っ
て
ま
た
ふ
た
た
び
「
山
は
山
」
と
い
う
有
意
味
性
の 



次
元
に
戻
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
但
し
、
今
度
は
山
と
い
う
結
晶
体
を
動
き
の
と
れ
な
い 

結
晶
体
と
し
て
た
だ
眺
め
る
の
で
は
な
く
て
、
根
源
的
非
結
晶
性
が
結
晶
体
に
転
ず
る 

形
而
上
学
的
瞬
間
を
通
じ
て
山
を
見
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
こ
の
境
位
に
お
い
て
は
「
山
」
は 

山
を
分
節
的
に
指
示
す
る
、
が
、
同
時
に
そ
れ
は
山
と
い
う
分
節
を
超
え
て
絶
対
非
分
節
的 

な
「
存
在
」
を
も
指
示
す
る
。 

 

語
を
使
え
ば
必
然
的
に
「
存
在
」
は
分
節
さ
れ
、
も
の
に
固
定
化
さ
れ
、
限
定
さ
れ
て
し
ま 

う
。
そ
れ
を
避
け
よ
う
と
し
て
全
然
言
葉
を
使
わ
な
け
れ
ば
、
沈
黙
は
よ
く
「
存
在
」
の 

非
限
定
面
を
指
示
し
よ
う
が
、
そ
れ
で
は
限
定
的
側
面
は
完
全
に
無
視
さ
れ
て
し
ま
う
。 

言
葉
を
使
っ
て
も
沈
黙
の
ご
と
く
、
沈
黙
し
て
い
て
も
言
葉
を
使
う
ご
と
く
、
・
・
・
。 

非
分
節
を
分
節
的
世
界
の
只
中
に
露
呈
さ
せ
、
ま
た
分
節
を
即
座
に
非
分
節
に
返
し
た
見
事 

な
実
例
で
あ
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
解
さ
れ
た
絶
対
無
分
節
態
と
、
そ
の
絶
対
無
分
節
者
が
そ
の
ま
ま
無
媒
介
的 

に
顕
現
し
て
成
じ
た
分
節
態
と
の
間
に
、
本
来
的
な
禅
の
言
語
は
動
く
。
仏
教
の
術
語
を 

使
う
な
ら
、
聖
諦
（p

aram
qrth

a-saty
a

）
と
俗
諦
（sa/

v
3tti-saty

a

）
と
の
間
の
振
幅
が 

禅
的
言
語
の
展
開
す
る
場
面
で
あ
る
。
（
井
筒
俊
彦
『
意
識
と
本
質
』
） 

 



⑦
こ
こ
ま
で
述
べ
来
た
る
と
、
青
原
老
師
の
三
段
論
法
の
マ
ネ
を
し
、『
金
剛
般
若
経
』
を
経
証
と
し
た
、

鈴
木
大
拙
の
「
般
若
即
非
」
に
言
及
し
た
く
な
る
。
「
Ａ
は
Ａ
だ
と
い
う
の
は
、
Ａ
は
Ａ
で
は
な
い
。

故
に
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
は
、
私
の
草
学
道
の
見
る
と
こ
ろ
、
青
原
老
師
の
三
段
を
パ
ク
リ
な
が
ら
そ
の

禅
境
か
ら
脱
線
し
、『
金
剛
般
若
経
』
を
根
拠
と
し
な
が
ら
肝
心
の
「
仮
名
」「
方
便
」（
言
葉
の
媒
介
）

を
す
っ
飛
ば
し
、
自
作
の
「
即
非
」
論
理
に
改
ざ
ん
し
た
空
理
空
論
だ
か
ら
で
あ
る
。 

そ
の
証
拠
で
あ
る
が
、
先
ず
、
青
原
老
師
の
「
山
を
見
る
に
是
れ
山
～
」
に
つ
い
て
大
拙
は
、 

 

般
若
即
非
的
論
理
は
此
に
も
見
ら
れ
る
。
ま
づ
常
識
的
に
分
別
上
の
肯
定
が
あ
る
。
そ
れ
が 

全
然
否
定
せ
ら
れ
て
、
分
別
は
そ
の
根
源
の
と
こ
ろ
で
足
場
を
失
っ
た
。
が
、
も
う
一
つ
の 

転
機
に
出
く
は
し
た
ら
否
定
が
も
と
の
肯
定
に
還
っ
た
。
無
分
別
の
分
別
が
得
ら
れ
た
。 

即
非
の
論
理
の
過
程
が
往
還
し
た
。
（『
鈴
木
大
拙
全
集
』
第
十
三
巻
） 

 

と
、
青
原
老
師
も
自
分
の
「
般
若
即
非
」
と
同
じ
だ
と
言
っ
て
い
る
。
青
原
老
師
の
三
段
を
マ
ネ
し
て

お
い
て
自
分
の
「
般
若
即
非
」
が
老
師
に
も
あ
る
と
上
か
ら
言
う
と
こ
ろ
が
、
大
拙
ら
し
い
尊
大
さ
だ

が
、
こ
れ
が
「
般
若
即
非
」
に
対
す
る
大
拙
自
身
の
解
説
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
青
原
老
師
の
三
段
論
法
や
「
般
若
即
非
」
を
重
ね
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
読
め
る
。 

 



（
１
）
「
ま
づ
常
識
的
に
分
別
上
の
肯
定
が
あ
る
」
（
①
肯
定
）。 

青
原
老
師
：「
山
を
見
る
に
是
れ
山
」
。 

般
若
即
非
：
「
Ａ
は
Ａ
だ
」
。 

（
２
）
「
そ
れ
が
全
然
否
定
せ
ら
れ
て
、
分
別
は
そ
の
根
源
の
と
こ
ろ
で
足
場
を
失
っ
た
」
＝
「
Ａ
は

Ａ
で
は
な
い
」
（
②
否
定
）
。 

青
原
老
師
：「
山
を
見
る
に
是
れ
山
に
あ
ら
ず
」。 

般
若
即
非
：「
Ａ
は
Ａ
で
は
な
い
」。 

（
３
）
「
も
う
一
つ
の
転
機
に
出
く
は
し
た
ら
否
定
が
も
と
の
肯
定
に
還
っ
た
」
（
も
と
の
①
肯
定
）
。 

青
原
老
師
：「
山
を
見
る
に
是
れ
た
だ
山
」。 

般
若
即
非
：「
故
に
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
。 

 

す
な
わ
ち
、
禅
修
行
に
よ
り
（
１
）
（
「
Ａ
は
Ａ
だ
」
）
と
い
う
分
別
が
否
定
さ
れ
て
（
２
）
（
「
Ａ
は

Ａ
で
は
な
い
」
）
に
深
化
し
、
「
も
う
一
つ
の
転
機
に
出
く
わ
し
」
て
、
（
２
）
（
「
Ａ
は
Ａ
で
は
な
い
」
）

が
（
１
）
（「
Ａ
は
Ａ
だ
」
＝
「
も
と
の
肯
定
」
＝
分
別
）
に
還
る
（
（
３
））
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
大
拙
の
頭
か
ら
す
で
に
青
原
老
師
の
三
段
の
禅
境
深
化
は
飛
ん
で
い
る
。
引
用
文
の
、 

 

否
定
が
も
と
の
肯
定
に
還
っ
た 

 



 

と
い
う
解
説
は
、
大
拙
が
マ
ネ
を
し
た
青
原
老
師
の
三
段
論
法
の
三
段
目
の
含
意
や
そ
れ
が
相
応
す
る

『
金
剛
般
若
経
』
（
玄
奘
訳
）
の
「
是
故
如
來
説
名
般
若
波
羅
蜜
多
」
の
「
仮
名
」
「
「
空
」
の
言
語
化
」

「
方
便
」
と
い
う
大
乗
の
「
般
若
」
思
想
を
す
っ
ぽ
か
し
た
「
誤
読
」
で
、
「
も
と
の
肯
定
」
に
還
る

「
故
に
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
は
大
拙
ら
し
い
自
作
改
ざ
ん
論
理
で
あ
る
。 

先
述
し
た
よ
う
に
こ
こ
が
大
事
な
急
所
で
、
（
３
）
は
（
２
）
の
「
否
定
」
か
ら
（
１
）
の
「
も
と

の
肯
定
」
に
「
即
」
戻
る
の
で
は
な
く
、
（
２
）
の
「
否
定
」
（
「
無
」
境
）
に
あ
り
な
が
ら
、
「
方
便
」

と
し
て
、
仮
に
（
１
）
の
世
間
の
言
葉
で
禅
境
を
語
る
領
域
（「
公
案
」
が
成
り
立
つ
領
域
）
で
あ
る
。

「
否
定
」
が
「
即
」
「
も
と
の
肯
定
」
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
青
原
老
師
は
、
そ
れ
を
「
た
だ
」
と

言
っ
た
。
「
た
だ
」
と
は
山
川
の
既
成
概
念
や
固
定
的
属
性
が
す
べ
て
無
化
さ
れ
「
た
だ
そ
こ
に
在
る

山
川
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
大
拙
は
そ
れ
を
「
も
と
の
肯
定
」
（
世
間
的
実
在
）
と
読
ん
だ
。 

こ
れ
で
は
、
「
言
亡
慮
絶
」
の
言
語
化
（
「
仮
名
」
）
の
次
元
が
す
っ
飛
び
、
「
般
若
」
の
智
慧
ど
こ
ろ

で
は
な
い
。
大
拙
は
『
金
剛
般
若
経
』
が
説
く
「
般
若
」
思
想
を
す
っ
ぽ
か
し
て
お
き
な
が
ら
平
然
と

「
般
若
即
非
」
な
ど
と
広
言
し
た
が
、
そ
ん
な
も
の
が
「
般
若
」
思
想
で
あ
る
は
ず
が
な
い
。 

そ
の
意
味
で
、
引
用
の
最
後
で
大
拙
は
「
無
分
別
の
分
別
」
と
言
う
が
、
（
２
）
の
「
無
分
別
」
が

「
も
と
の
肯
定
」
＝
（
１
）
の
「
分
別
」
に
還
る
の
だ
か
ら
「
無
分
別
の
分
別
」
に
は
な
ら
ず
、
最
後

の
「
即
非
の
論
理
の
過
程
が
往
還
し
た
」
も
「（
１
）（
有
）
即
非
→
（
２
）（
無
）
即
非
→
（
１
）（
有
）
」

の
往
復
に
し
か
な
ら
な
い
。 

 



こ
う
い
う
ミ
ス
リ
ー
ド
を
、
大
拙
研
究
者
は
彼
特
有
の
禅
的
な
モ
ノ
の
言
い
方
と
し
て
無
批
判
的
に

許
容
す
る
の
だ
ろ
う
が
、
仏
教
学
と
し
て
は
「
虚
（
無
知
・
曲
学
）」
、
禅
語
と
し
て
も
お
恥
ず
か
し
い

「
虚
（
妄
想
・
出
ま
か
せ
）
」
で
、
青
原
老
師
が
示
唆
し
た
臨
済
禅
の
禅
境
の
一
番
重
要
な
「
無
」
と

「
有
」
の
「
中
間
領
域
」
や
、
井
筒
俊
彦
が
言
う
「
禅
的
言
葉
が
展
開
す
る
場
面
」
を
す
っ
飛
ば
し
て

い
る
。
こ
の
件
は
、
ま
た
あ
と
で
ふ
れ
る
。 

 

⑧
第
二
の
証
拠
は
、
大
拙
に
よ
る
『
金
剛
般
若
経
』
の
経
文
を
自
作
改
ざ
ん
し
た
疑
惑
で
あ
る
。 

大
拙
が
「
般
若
即
非
」
を
明
か
し
た
自
著
『
日
本
的
霊
性
』
に
引
用
さ
れ
、
そ
こ
で
「
般
若
即
非
」

の
経
証
と
し
て
使
わ
れ
た
『
金
剛
般
若
経
』
の
経
文
が
、
実
は
漢
訳
原
典
四
本
の
す
べ
て
に
な
い
こ
と
、

そ
れ
に
つ
い
て
拙
著
『
草
学
道
ノ
ー
ト 

鈴
木
大
拙 

西
田
幾
多
郎
』
で
詳
し
く
述
べ
た
と
こ
ろ
だ
が
、

私
の
指
摘
が
思
想
家
の
い
わ
ゆ
る
創
造
的
「
誤
読
」
に
収
ま
る
問
題
か
、
大
拙
研
究
者
の
間
で
問
わ
れ

た
こ
と
が
あ
る
の
か
、
甚
だ
疑
わ
し
い
。 

ま
ず
当
該
の
経
文
で
あ
る
が
、
大
拙
の
『
日
本
的
霊
性
』
（
第
五
篇
金
剛
経
の
禅
、
二
般
若
即
非
の

論
理
、
５
般
若
の
論
理
）
に
、「
Ａ
は
Ａ
だ
と
い
う
の
は
、
Ａ
は
Ａ
で
は
な
い
。
故
に
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」

と
い
う
定
式
論
理
の
根
拠
と
し
て
、 

 

仏
説
般
若
波
羅
蜜 

即
非
般
若
波
羅
蜜 

是
名
般
若
波
羅
蜜 

 



と
い
う
経
文
を
挙
げ
、
こ
れ
が
『
金
剛
般
若
経
』
の
原
文
で
あ
る
か
の
よ
う
に
明
示
し
、
こ
れ
を 

 

仏
の
説
き
給
う
般
若
波
羅
蜜
と
い
う
の
は
、
す
な
わ
ち
般
若
波
羅
蜜
で
は
な
い
。
そ
れ
で 

般
若
波
羅
蜜
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。 

 

と
現
代
語
訳
し
、 

 

Ａ
は
Ａ
だ
と
い
う
の
は
、
Ａ
は
Ａ
で
は
な
い
。
故
に
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
。 

 

と
い
う
三
段
式
「
即
非
」
の
論
理
に
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
引
用
し
た
経
文
の
典
拠
を
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
。
そ
こ
で
、『
金
剛
般
若
経
』
の
漢
訳
を
具
に
調
べ
て
み
る
と
、 

①
義
浄
訳
『
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
経
』 

②
玄
奘
訳
『
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
』
の
第
九
会
「
能
断
金
剛
分
」 

③
玄
奘
訳
『
能
断
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』
（
こ
の
本
は
大
正
新
脩
大
蔵
経
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
） 

④
鳩
摩
羅
什
訳
『
金
剛
般
若
波
羅
蜜
経
』 

の
四
本
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
原
典
の
経
文
に
あ
た
っ
て
み
る
に
、
大
拙
が
原
典
か
ら
の
如
く
引
用
し
た

「
仏
説
般
若
波
羅
蜜 

即
非
般
若
波
羅
蜜 

是
名
般
若
波
羅
蜜
」
と
い
う
経
文
は
、
漢
訳
の
い
ず
れ
に

も
な
い
。
玄
奘
訳
が
近
い
が
「
是
故
如
來
説
名
般
若
波
羅
蜜
多
」
と
な
っ
て
い
て
文
が
ち
が
い
、
大
拙



が
お
そ
ら
く
見
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
羅
什
訳
に
は
「
是
名
般
若
波
羅
蜜
」
と
い
っ
た
経
文
は
な
く
、

い
っ
た
い
大
拙
は
ど
の
原
典
か
ら
引
用
し
た
の
か
典
拠
を
明
さ
な
い
。 

思
う
に
こ
れ
は
、
大
拙
の
原
典
考
証
が
至
ら
な
い
の
で
も
な
く
、
誤
用
で
も
な
く
、
あ
る
い
は
単
純

な
誤
記
で
も
な
く
、
む
し
ろ
大
拙
な
ら
で
は
の
尊
大
・
高
慢
な
引
用
文
の
自
作
改
ざ
ん
、
典
拠
の
偽
装

に
ち
が
い
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
仏
教
研
究
の
巨
匠
プ
サ
ン
博
士
に
手
厳
し
く
批
判
さ
れ
た

『
大
乗
仏
教
概
論
』
の
非
学
問
性
や
、
偏
見
と
誤
謬
に
満
ち
た
『
日
本
的
霊
性
』
に
お
け
る
日
本
文
化

や
日
本
史
の
曲
述
を
思
え
ば
、
大
拙
に
と
っ
て
経
文
を
自
作
し
て
改
ざ
ん
し
引
用
に
用
い
る
強
引
な
ど

朝
飯
前
で
あ
り
、
要
は
『
金
剛
般
若
経
』
に
な
い
経
文
を
自
作
改
ざ
ん
し
、
そ
れ
を
『
金
剛
般
若
経
』

の
経
文
だ
と
偽
り
、
「
Ａ
は
Ａ
だ
と
い
う
の
は
、
Ａ
は
Ａ
で
は
な
い
。
故
に
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
と
い
う

パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
論
理
を
『
金
剛
般
若
経
』
に
基
づ
く
「
般
若
即
非
」
だ
と
強
弁
し
た
に
過
ぎ
な
い
。 

 

⑨
さ
ら
に
問
題
な
の
は
別
な
「
虚
（
ご
ま
か
し
）」
で
、
こ
の
「
虚
」
に
は
ま
た
二
つ
の
「
虚
」
が
あ
る
。

そ
の
第
一
は
、
『
金
剛
般
若
経
』
の
漢
訳
原
典
に
な
い
架
空
の
「
是
名
般
若
波
羅
蜜
」
を
「
故
に
Ａ
は

Ａ
で
あ
る
」
と
い
う
論
理
に
言
い
換
え
た
こ
と
。
「
是
名
般
若
波
羅
蜜
」
と
い
う
経
文
が
架
空
で
あ
る

以
上
、
「
故
に
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
も
架
空
で
成
立
し
な
い
。
不
成
立
の
も
の
を
あ
る
か
の
如
く
自
作
の

論
理
に
す
る
、
こ
の
大
拙
ら
し
い
自
作
曲
述
を
偽
装
と
言
わ
ず
に
何
と
言
う
の
か
。 

 

第
二
に
、
先
に
も
ふ
れ
た
が
、
青
原
老
師
の
「
山
は
「
た
だ
」
山
」（
三
段
目
）
、
す
な
わ
ち
禅
の
「
無
」



境
か
ら
「
有
」
へ
の
「
中
間
領
域
」
、
つ
ま
り
「
仮
名
」
「
仮
有
」
「
言
葉
の
媒
介
」
の
次
元
へ
の
反
転

を
す
っ
飛
ば
し
て
世
間
世
俗
の
現
実
世
界
へ
の
反
転
（「
故
に
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
）
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

青
原
老
師
が
三
段
目
で
、 

 
而
今
、
箇
の
休
歇
の
処
を
得
て
、
依
前
、
山
を
見
る
に
、 

（
そ
し
て
今
、
悟
入
を
重
ね
安
心
の
境
を
得
て
、
前
と
同
じ
く
山
を
見
た
と
こ
ろ
） 

 

と
言
い
、
禅
の
「
無
」
境
（
二
段
目
）
か
ら
「
仮
名
」
「
仮
有
」
「
言
葉
の
媒
介
」
（
三
段
目
）
に
反
転

す
る
中
間
に
、
時
間
的
に
も
禅
境
の
プ
ロ
セ
ス
に
も
経
過
的
な
「
間
」
を
置
き
、
井
筒
も
「
禅
的
言
葉

の
展
開
の
場
面
」
と
い
う
言
語
化
の
「
中
間
領
域
」
（
「
Ｍ
領
域
」
）
を
見
て
い
る
が
、
大
拙
は
こ
れ
を

「
故
に
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
と
言
っ
て
「
も
と
の
肯
定
」
（
一
段
目
）
に
戻
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
で
は

何
の
た
め
に
「
是
名
般
若
波
羅
蜜
」
を
自
作
し
て
ま
で
引
用
し
た
の
か
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。 

 

す
な
わ
ち
大
拙
の
「
虚
（
ご
ま
か
し
）
」
は
、
論
述
は
す
べ
て
禅
的
な
視
座
で
自
作
曲
述
し
て
は
ば

か
ら
な
い
の
に
、
禅
の
「
無
」
境
で
「
公
案
」
や
「
禅
語
録
」
が
成
立
す
る
「
仮
名
」「
言
葉
の
媒
介
」

の
領
域
を
す
っ
飛
ば
し
、
「
即
」
「
も
と
の
肯
定
」
（
一
段
目
）
へ
戻
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
を

「
般
若
即
非
」
と
言
う
の
だ
が
、
禅
の
「
無
」
境
す
な
わ
ち
「
言
亡
慮
絶
」
の
言
語
化
に
反
転
し
な
け

れ
ば
大
乗
の
「
般
若
」
思
想
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
私
の
草
学
道
か
ら
言
え
ば
、
大
拙
の
「
野
狐



禅
」
の
結
果
、
尊
大
・
傲
慢
の
結
果
、
非
学
問
的
論
述
「
方
法
」
の
結
果
で
あ
る
。 

自
作
改
ざ
ん
ま
で
し
て
引
用
し
た
「
是
名
般
若
波
羅
蜜
」
と
い
う
経
文
は
『
金
剛
般
若
経
』
の
説
く

「
仮
名
」
「
「
空
」
の
言
語
化
」
を
含
意
し
て
い
る
が
、
そ
の
「
是
名
般
若
波
羅
蜜
」
（
「
無
」
と
「
有
」

の
「
中
間
領
域
」
）
が
ど
う
し
て
「
故
に
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
と
い
う
「
有
」
の
次
元
（
現
実
世
界
）
に

「
即
」
戻
る
の
か
、
そ
の
文
脈
の
つ
な
が
り
を
聴
い
て
み
た
い
も
の
だ
が
、
重
ね
て
言
う
が
、
「
是
名

般
若
波
羅
蜜
」
は
「
四
法
界
」
な
ら
「
事
理
無
礙
法
界
」
で
あ
り
「
事
法
界
」
で
は
な
い
。
し
か
し
、

大
拙
に
は
ほ
ん
と
う
の
意
味
の
「
見
性
」
体
験
が
な
い
よ
う
で
、
「
事
理
無
礙
法
界
」
の
華
厳
的
直
観

が
は
た
ら
か
ず
「
事
法
界
」
と
「
知
解
」
し
た
の
だ
。
「
事
法
界
」
（
現
実
世
界
）
に
「
即
」
還
る
こ
と

が
彼
の
言
う
「
般
若
即
非
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
事
法
界
」
即
非
→
「
理
法
界
」
即
非
→
「
事

法
界
」
の
「
往
還
」
で
は
「
般
若
」
思
想
が
含
意
す
る
「
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
」
に
な
ら
な
い
。 

 

⑩
以
上
、
大
拙
の
言
う
「
般
若
即
非
」
が
実
は
成
立
し
な
い
こ
と
を
述
べ
て
お
い
た
が
、
こ
の
不
成
立
の

「
般
若
即
非
」
を
安
直
に
「
否
定
即
肯
定
」
の
「
即
非
」
論
理
だ
と
「
受
け
売
り
」
し
、
「
絶
対
矛
盾

的
自
己
同
一
」
と
言
い
換
え
た
の
が
西
田
幾
多
郎
だ
っ
た
。 

西
田
哲
学
の
後
継
者
や
研
究
者
は
絶
対
言
わ
な
い
が
、
私
の
草
学
道
に
よ
れ
ば
、
西
田
哲
学
は
他
の

思
想
家
や
哲
学
者
の
命
題
や
概
念
や
論
理
や
思
弁
の
「
借
用
」
と
マ
ッ
ピ
ン
グ
と
か
ら
成
っ
て
い
る
。

拙
著
『
草
学
道
ノ
ー
ト 

鈴
木
大
拙 

西
田
幾
多
郎
』
（
私
家
版
）
に
く
ど
い
ほ
ど
書
い
て
お
い
た
。 

 



西
田
の
『
善
の
研
究
』
が
、
ド
イ
ツ
語
の
教
え
子
紀
平
正
美
の
手
を
借
り
た
に
し
て
も
、
本
の
名
は

ロ
イ
ス
の
「
善
と
悪
の
研
究
」
、
構
成
は
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
『
ゲ
ー
テ
的
世
界
観
の
認
識
論
的
要
綱
』

や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
精
神
現
象
学
』
、「
純
粋
経
験
」
は
、
マ
ッ
ハ
の
『
感
覚
の
分
析
』
の
「
純
粋
経
験
」
、

ジ
ェ
ー
ム
ズ
の
『
宗
教
的
経
験
の
諸
相
』
・
『
心
理
学
原
理
』
「
意
識
の
流
れ
」
「
純
粋
経
験
」
、
ブ
ン
ト

の
「
直
接
経
験
」
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
「
純
粋
直
観
」
、
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
知
的
直
観
」
、
ヘ
ー

ゲ
ル
の
「
具
体
的
普
遍
」
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
の
「
純
粋
経
験
」
、
も
と
は
と
言
え
ば
Ｔ
・
Ｈ
・
グ
リ
ー
ン

の
「
自
己
実
現
」
や
『
倫
理
学
序
説
』、
「
自
覚
」
は
ロ
イ
ス
の
「
自
己
の
な
か
に
自
己
を
映
す
」
及
び

フ
ィ
ヒ
テ
の
「
事
行
」
等
、
「
場
所
」
が
プ
ラ
ト
ン
の
「
コ
ー
ラ
」
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
基
体
」
、

カ
ン
ト
の
「
物
自
体
」
、
ス
ピ
ノ
ザ
の
「
モ
ナ
ド
」
、
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
「
意
志
」
、
「
逆
対
応
」

は
親
鸞
の
「
絶
対
他
力
」
、
『
歎
異
抄
』
の
「
悪
人
正
機
」
な
ど
、
「
援
用
」
と
い
う
都
合
の
い
い
名
の

「
パ
ク
リ
」
「
な
り
す
ま
し
」
に
は
切
り
が
な
い
。
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
「
逆
対
応
」
も
「
般
若

即
非
」
の
「
受
け
売
り
」
と
華
厳
思
想
（「
一
即
多
、
多
即
一
」）
や
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
」

（「
相
互
媒
介
」）
の
「
い
い
と
こ
取
り
」
で
あ
る
。 

西
田
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
「
現
象
学
」
や
「
論
理
学
」
に
相
当
学
び
な
が
ら
ヘ
ー
ゲ
ル
の
観
念
論
は
好
ま

な
か
っ
た
。
お
そ
ら
く
西
田
が
め
ざ
す
実
在
論
が
ヘ
ー
ゲ
ル
の
ド
イ
ツ
観
念
論
を
受
け
容
れ
な
か
っ
た

の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
西
田
は
、
「
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
」
の
「
相
互
媒
介
」
を
「
相
互
否
定
」
の
自
己

同
一
に
し
て
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」「
逆
対
応
」
と
言
っ
て
「
い
い
と
こ
取
り
」
し
た
。 

 



西
田
は
、
あ
と
で
ふ
れ
る
禅
か
ら
の
離
脱
の
あ
と
、
明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
か
ら
プ
ラ
ト
ン
・

ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
・
ス
ピ
ノ
ザ
・
カ
ン
ト
・
フ
ィ
ヒ
テ
・
シ
ェ
リ
ン
グ
・
ヘ
ー
ゲ
ル
・
シ
ョ
ー
ペ
ン
ハ
ウ

エ
ル
（
哲
学
）
、
ヴ
ン
ト
・
ミ
ュ
ン
ス
テ
ル
ベ
ル
ク
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
（
心
理
学
）
な
ど
を
熱
心
に
読
ん

だ
と
い
う
（『
西
田
幾
多
郎
』
竹
内
良
知
）。
昨
年
ず
っ
と
ヘ
ー
ゲ
ル
・
フ
ッ
サ
ー
ル
・
ベ
ル
グ
ソ
ン
を

読
ん
で
実
感
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
ヘ
ー
ゲ
ル
・
フ
ッ
サ
ー
ル
・
ベ
ル
グ
ソ
ン
の
「
（
精
神
）
現
象
学
」

を
西
田
が
「
借
用
」
し
て
い
た
の
は
た
し
か
で
あ
る
。
付
け
加
え
れ
ば
、
後
年
門
下
生
（
三
木
清
ほ
か
）

に
マ
ル
ク
ス
主
義
の
風
が
吹
く
と
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
も
借
り
た
。 

 

話
を
戻
す
と
、
次
の
引
用
文
か
ら
西
田
の
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
も
大
拙
の
「
般
若
即
非
」
の

「
受
け
売
り
」
だ
と
わ
か
る
。「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
の
元
に
は
「
般
若
即
非
」
が
あ
っ
た
の
だ
。 

 

真
の
絶
対
者
と
は
、
・
・
・
自
分
自
身
の
中
に
絶
対
否
定
を
包
む
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
的
に
自
己
自
身
を
媒
介
す
る
も
の
、
般
若
即
非
の
論
理
的
に
、
絶
対 

否
定
に
よ
っ
て
、
自
己
自
身
を
媒
介
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（『
全
集
』
第
十
巻
） 

 

し
か
も
西
田
は
、
「
Ａ
は
Ａ
だ
と
い
う
の
は
、
Ａ
は
Ａ
で
は
な
い
。
故
に
Ａ
は
Ａ
で
あ
る
」
は
青
原

老
師
の
言
う
よ
う
に
「
私
」（
主
体
）
の
禅
境
の
深
化
に
従
っ
て
「
私
」（
主
体
）
の
目
に
映
っ
た
「
Ａ
」

（
客
体
）
の
見
え
方
の
ち
が
い
（
「
否
定
即
肯
定
」
）
を
言
っ
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
逆
「
受
け
売
り
」



し
自
己
自
身
（
「
私
」（
主
体
）
）
の
見
え
方
の
ち
が
い
（
「
自
己
否
定
即
肯
定
」）
に
「
換
骨
奪
胎
」
し
、

そ
れ
を
否
定
と
肯
定
の
自
己
撞
着
の
論
理
に
し
て
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
と
言
っ
た
。 

 
こ
ん
な
ミ
ス
リ
ー
ド
を
主
体
的
に
自
己
の
問
題
と
し
て
思
索
し
た
結
果
と
か
創
造
的
「
誤
読
」
な
ど

と
言
う
人
が
い
る
と
す
れ
ば
、
余
程
の
西
田
狂
で
あ
る
。
西
田
に
青
原
老
師
ほ
ど
の
禅
境
が
あ
れ
ば
、

こ
ん
な
「
す
り
替
え
」
や
「
な
り
す
ま
し
」
は
思
い
つ
か
な
い
。
西
田
の
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」

は
彼
の
居
士
禅
の
「
知
解
」
レ
ベ
ル
か
ら
出
た
似
て
非
な
る
思
い
つ
き
で
し
か
な
い
。 

西
田
哲
学
の
継
承
者
や
研
究
者
は
西
田
の
禅
を
「
見
性
」
経
験
と
み
な
し
無
批
判
的
に
自
明
の
も
の

と
し
て
彼
の
哲
学
を
云
々
す
る
が
、
私
の
瞑
想
法
学
か
ら
言
え
ば
、
西
田
哲
学
の
コ
ア
の
部
分
は
禅
の

「
無
」
境
を
「
絶
対
唯
一
の
真
実
在
」
と
い
う
「
実
在
」
に
す
る
こ
と
、
個
人
的
な
宗
教
体
験
を
外
化

し
理
性
に
基
づ
く
哲
学
に
す
る
た
め
に
、
西
洋
哲
学
の
概
念
を
あ
っ
ち
か
ら
こ
っ
ち
か
ら
借
り
て
き
て

場
所
化
し
た
の
だ
が
、
そ
の
根
底
と
な
る
彼
の
禅
境
が
そ
も
そ
も
怪
し
い
こ
と
を
西
田
学
派
は
決
し
て

言
わ
な
い
の
だ
。
西
田
の
禅
は
も
と
よ
り
ア
マ
チ
ュ
ア
の
居
士
禅
で
あ
っ
て
出
家
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は

な
い
。
そ
の
上
「
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
わ
か
っ
た
こ
と
に
す
る
」
野
狐
的
性
癖
が
か
ら
む
。
そ
の
証
拠
に

中
途
で
恩
師
か
ら
も
禅
か
ら
も
遠
の
い
て
い
る
。
西
田
が
禅
に
身
を
入
れ
た
の
は
二
十
四
才
の
頃
か
ら

三
十
八
才
く
ら
い
ま
で
の
十
四
・
五
年
、
ほ
と
ん
ど
家
族
の
い
る
自
宅
で
で
あ
る
。 

あ
り
て
い
に
言
え
ば
、
西
田
の
禅
は
、 

 



一
日
打
坐
し
た
。
坐
し
て
も
中
々
本
気
に
な
れ
ぬ
。
洋
行
が
し
た
か
っ
た
り
、
大
学
教
授 

に
な
り
た
か
っ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
の
事
を
思
ひ
、
亦
ど
う
も
身
体
が
苦
に
な
り
て
、
純
一 

に
な
れ
ぬ
。（
『
全
集
』
十
七
巻
） 

 

と
、
「
日
記
」
に
自
ら
書
い
た
よ
う
に
雑
念
に
時
間
を
と
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。
世
間
の
塵
の
な
か
の

居
士
禅
、
在
宅
生
活
の
な
か
で
の
打
坐
で
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
も
、
西
田
の
禅
の
背
景
に
は
前
か
ら

念
頭
に
あ
っ
た
哲
学
的
な
「
絶
対
唯
一
の
真
実
在
」
と
禅
の
「
無
」
の
一
致
、
言
い
換
え
る
と
、
禅
の

「
無
」
の
実
在
化
へ
の
思
い
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
ま
た
「
無
」
の
禅
境
の
妨
げ
と
な
る
実
在
論
で
あ
り
、

西
田
の
禅
で
は
「
見
性
」
は
到
底
あ
り
得
な
い
。
恩
師
雪
門
老
師
は
西
田
に
「
見
性
」
の
「
印
可
」
を

与
え
な
か
っ
た
。
師
家
の
慧
眼
は
節
穴
で
は
な
い
。
西
田
の
禅
は
禅
家
と
し
て
は
未
熟
な
「
知
解
」
、

思
惟
・
思
考
の
レ
ベ
ル
で
終
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

彼
は
、
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
八
月
三
日
、
大
徳
寺
孤
蓬
庵
の
広
州
宗
澤
老
師
の
も
と
で
、

先
ほ
ど
の
「
狗
子
仏
性
」
（
「
趙
州
狗
子
」
「
趙
州
無
字
」
）
を
「
透
過
」
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く
広
州
老
師
が
哲
学
者
で
あ
る
西
田
に
忖
度
し
て
「
知
解
」
で
許
し
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

西
田
本
人
は
そ
の
夜
「
余
甚
だ
悦
ば
ず
」
と
日
記
に
書
き
、
広
州
老
師
の
対
応
へ
の
不
満
を
金
沢
に
い

る
恩
師
雪
門
老
師
に
手
紙
で
告
げ
口
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
恩
師
か
ら
は
「
学
者
の
妄
想
と
い
う
も
の
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
忘
れ
、
（
今
後
「
隻
手
音
声
」（
白
隠
禅
師
の
公
案
）
も
あ
る
こ
と
だ
か
ら
）
不
断
に

参
究
す
る
こ
と
だ
」
と
逆
に
た
し
な
め
ら
れ
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て
、
弟
子
の
下
村
寅
太
郎
は
「
豁
然



大
悟
と
い
う
趣
き
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
」
と
言
い
、
大
拙
も
「
西
田
の
よ
う
に
理
智
的
倫
理
的

な
男
に
は
」
と
言
っ
た
（『
若
き
西
田
幾
多
郎
先
生
』
下
村
寅
太
郎
）
。 

 
晩
年
西
田
は
「
逆
対
応
」
を
言
っ
て
、
神
と
人
間
、
仏
と
衆
生
、
絶
対
と
相
対
、
と
い
う
相
反
二
律

を
相
即
さ
せ
た
が
、
こ
こ
で
も
三
段
目
の
「
仮
名
」
の
命
題
、
す
な
わ
ち
禅
の
「
無
」
境
か
ら
「
言
葉

の
媒
介
」
へ
の
反
転
を
ス
ル
ー
し
て
い
る
。 

西
田
は
、
念
仏
を
し
な
い
者
に
も
弥
陀
の
方
か
ら
来
迎
す
る
「
逆
対
応
」（「
還
相
」
）
を
説
い
た
が
、

こ
れ
を
件
の
三
段
目
に
重
ね
れ
ば
、
言
葉
の
媒
介
、
す
な
わ
ち
衆
生
の
方
か
ら
の
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」

（
祈
り
の
言
葉
）
が
あ
っ
て
の
来
迎
が
本
義
で
あ
り
、
弥
陀
の
方
か
ら
往
生
念
仏
の
「
言
葉
の
媒
介
」

な
し
に
来
迎
す
る
「
逆
対
応
」
は
「
マ
タ
イ
伝
」
や
『
歎
異
抄
』
の
読
み
過
ぎ
か
、
屈
折
し
た
真
宗
学

か
、「
悪
人
正
機
」
は
親
鸞
の
真
説
で
は
な
い
が
、
悲
哀
の
底
か
ら
く
る
個
人
的
願
望
に
過
ぎ
な
い
。 

西
田
が
三
段
目
へ
の
反
転
（
「
還
相
」
）
に
「
宗
教
」
（
真
宗
信
仰
）
を
持
ち
出
し
、
そ
れ
を
す
べ
て

「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
に
こ
じ
つ
け
る
の
を
見
る
と
、
西
田
自
身
は
「
没
落
」
「
不
遇
」
「
悲
哀
」

「
病
弱
」
を
「
宗
教
」（
絶
対
他
力
）
と
相
反
撞
着
論
理
で
克
服
し
た
の
か
、
晩
年
の
「
孤
独
」「
寂
寞
」

も
「
絶
対
他
力
」「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
で
超
え
た
の
か
、
と
聞
き
た
く
な
る
。 

 

こ
の
数
年
、『
書
簡
集
』
を
も
と
に
書
か
れ
た
西
田
個
人
の
消
息
や
、
『
全
集
』
や
弟
子
た
ち
の
西
田

哲
学
論
、
さ
ら
に
最
近
の
西
田
研
究
に
目
を
通
し
て
き
た
が
、
そ
の
な
か
で
奇
異
に
思
っ
た
こ
と
は
、



西
田
哲
学
の
後
継
者
と
研
究
者
た
ち
は
、
相
当
に
著
名
で
か
つ
学
界
の
定
評
も
高
い
人
に
至
る
ま
で
、

そ
ろ
っ
て
西
田
の
禅
を
、
証
拠
も
な
く
事
実
関
係
を
明
示
も
せ
ず
、
無
批
判
的
に
「
見
性
」
と
言
っ
て

は
ば
か
ら
な
い
こ
と
、
西
田
の
「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
青
秦
老
師
の
禅
境

に
言
及
も
な
く
、
鈴
木
大
拙
の
「
般
若
即
非
」
の
偽
装
に
も
ま
っ
た
く
ノ
ー
マ
ー
ク
な
こ
と
で
あ
る
。

西
田
学
派
で
は
西
田
の
禅
の
レ
ベ
ル
を
疑
っ
た
り
西
田
の
哲
学
を
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
論
じ
る
こ
と
は

タ
ブ
ー
だ
と
見
え
る
。 

私
の
よ
う
な
市
井
の
草
学
道
が
あ
れ
こ
れ
と
揚
げ
足
取
り
め
い
た
こ
と
を
言
っ
て
み
た
と
こ
ろ
で
、

西
田
学
派
に
は
痛
く
も
痒
く
も
な
い
だ
ろ
う
が
、
西
田
の
禅
の
レ
ベ
ル
や
、
他
の
思
想
家
・
哲
学
者
の

命
題
・
概
念
・
論
理
・
思
弁
の
「
借
用
」
を
問
わ
な
い
「
西
田
学
」
の
ど
こ
に
「
学
問
」
が
あ
る
の
か
、

と
く
と
聞
い
て
み
た
い
。
幼
少
か
ら
の
親
友
で
西
田
学
派
の
外
に
い
た
国
文
学
者
の
藤
岡
作
太
郎
は
、

西
田
の
こ
と
を
「
粗
豪
に
し
て
細
密
な
ら
ず
」
と
評
し
た
（『
上
田
閑
照
集
』
第
一
巻
）
。 

 

⑪
居
士
禅
は
そ
も
そ
も
、
明
治
の
「
新
仏
教
」
と
い
う
潮
流
の
な
か
で
、
一
般
在
家
の
人
に
禅
の
修
行
を

臨
済
禅
が
奨
励
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
と
く
に
鎌
倉
円
覚
寺
の
今
北
洪
川
は
熱
心
だ
っ
た
。
そ
こ
に

学
生
時
代
か
ら
通
っ
て
参
禅
し
た
の
が
鈴
木
大
拙
で
、
偶
々
円
覚
寺
に
い
る
大
拙
を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、

そ
の
日
に
今
北
老
師
か
ら
「
公
案
」
を
与
え
ら
れ
た
の
が
西
田
幾
多
郎
だ
っ
た
。
円
覚
寺
に
は
現
在
も

禅
道
場
居
士
林
の
「
済
蔭
庵
（
さ
い
い
ん
あ
ん
）
」
が
あ
る
。 

 



し
か
し
で
あ
る
。
居
士
禅
は
あ
く
ま
で
も
ア
マ
チ
ュ
ア
の
禅
で
、
出
家
修
行
者
の
プ
ロ
の
禅
修
行
で

は
な
い
。
禅
の
修
行
は
本
来
、
剃
髪
・
受
戒
し
て
出
家
し
た
の
ち
厳
格
な
僧
堂
入
門
を
許
さ
れ
、
何
事

も
師
家
に
随
い
、
食
べ
る
も
の
も
お
粥
に
一
汁
一
菜
、
低
脂
肪
・
低
た
ん
ぱ
く
・
低
糖
分
の
低
カ
ロ
リ

ー
で
欲
望
生
理
を
抑
え
、
低
呼
吸
・
低
血
圧
・
低
脈
拍
で
自
律
神
経
の
は
た
ら
き
を
極
度
に
抑
え
、
心

を
静
謐
に
し
て
精
神
集
中
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
早
朝
作
務
や
雪
中
托
鉢
も
ふ
く
め
行
住
坐
臥
の
一
切
が
禅

修
行
と
い
う
厳
し
い
僧
堂
生
活
に
身
を
置
い
て
行
う
べ
き
も
の
。 

大
拙
の
よ
う
に
学
業
を
さ
ぼ
っ
て
は
鎌
倉
に
行
き
居
士
林
に
居
候
し
、
多
少
の
日
数
師
家
の
も
と
で

坐
り
、
終
わ
れ
ば
東
京
に
帰
り
、
衣
食
住
に
制
約
も
な
く
、
厳
し
い
作
務
も
な
く
、
誰
が
監
視
監
督
し

て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
朝
寝
坊
も
あ
る
、
遊
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
そ
ん
な
雑
染
の
生
活
環
境
で
い
く
ら

坐
っ
た
と
て
「
見
性
」
な
ど
望
む
べ
く
も
な
い
。
早
く
か
ら
家
庭
を
持
ち
、
大
学
等
の
教
壇
に
立
ち
、

書
斎
で
研
究
や
思
索
に
没
頭
す
る
西
田
に
至
っ
て
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
、
臨
済
禅
の
僧
堂
で
厳
格
な

プ
ロ
の
修
行
に
勤
し
ん
で
い
る
雲
水
た
ち
は
西
田
の
居
士
禅
な
ど
一
笑
に
付
す
だ
ろ
う
。
曹
洞
禅
で
も

臨
済
禅
で
も
出
家
受
戒
し
た
プ
ロ
の
禅
僧
で
さ
え
入
門
の
覚
悟
を
何
度
も
問
わ
れ
、
門
前
払
い
さ
れ
る
。

加
え
て
入
門
後
は
、
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
「
印
可
」
ま
で
二
十
年
、
放
浪
者
も
出
る
（
大
燈
国
師

（
宗
峰
妙
超
、
大
徳
寺
開
祖
）
の
河
原
乞
食
二
十
年
な
ど
）
。
そ
の
辛
苦
は
苛
烈
で
、
大
拙
・
西
田
の

居
士
禅
な
ど
「
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
み
た
だ
け
」
に
過
ぎ
な
い
。
少
年
期
に
京
都
五
山
の
大
本
山
相
国
寺

で
童
子
・
喝
食
な
ど
沙
弥
の
経
験
を
し
た
水
上
勉
の
『
破
鞋
』
や
『
一
休
』
を
読
め
ば
わ
か
る
。 

 



『
無
門
関
』
の
第
二
十
二
則
「
迦
葉
刹
竿
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。 

  
 

迦
葉
、
阿
難
問
う
て
、
世
尊
の
金
襴
の
袈
裟
を
伝
う
る
外
、
別
に
何
物
を
か
伝
う
る
や
と 

云
う
に
因
っ
て
、
葉
喚
び
て
云
く
、
阿
難
。
難
応
諾
す
。
葉
云
く
、
門
前
の
刹
竿
を
倒
却
著
。 

 

有
名
な
「
拈
華
微
笑
」
（『
無
門
関
』
六
則
「
世
尊
拈
華
」
）
、
釈
尊
―
迦
葉
―
阿
難
と
い
う
以
心
伝
心

の
禅
の
法
脈
（
「
不
立
文
字
」
「
教
外
別
伝
」
）
を
も
と
に
、
迦
葉
が
阿
難
に
法
を
伝
え
、
も
う
説
法
の

要
な
し
と
ば
か
り
、
説
法
の
あ
る
日
に
か
か
げ
る
門
前
の
旗
を
降
ろ
せ
と
阿
難
に
命
じ
た
「
公
案
」
。 

こ
れ
を
秋
月
龍
珉
が
解
説
す
る
に
（『
無
門
関
を
読
む
』）
、 

 

今
日
、
臨
済
宗
（
黄
檗
宗
を
含
め
て
）
に
は
三
千
四
百
カ
寺
の
寺
院
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に 

か
り
に
同
じ
数
の
僧
侶
が
い
た
と
し
て
、
そ
の
う
ち
の
わ
ず
か
八
十
数
名
だ
け
が
、
白
隠
下 

の
公
案
修
行
を
終
え
た
「
大
事
了
畢
」
の
「
印
可
」
も
ち
と
言
わ
れ
る
「
師
家
分
上
」
で
す
。 

ま
し
て
、
僧
籍
を
持
た
な
い
居
士
身
の
大
事
了
畢
底
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
れ
は
も
う 

ほ
ん
と
う
に
寥
々
た
る
も
の
。
「
法
」
を
得
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
ひ
っ
か
つ
い
だ
ら
、
そ
の 

と
た
ん
に
「
大
我
」
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。（
略
）
せ
っ
か
く
煩
悩
・
妄
想
の
「
鉄
の
鎖
」 

か
ら
解
脱
で
き
た
の
に
、
今
度
は
悟
り
と
い
う
「
黄
金
の
鎖
」
に
縛
ら
れ
る
の
で
す
。 

 



と
、
大
拙
の
愛
弟
子
が
師
や
西
田
の
居
士
禅
の
レ
ベ
ル
が
ど
ん
な
も
の
か
、
二
人
の
よ
う
に
禅
の
「
無
」

を
ひ
っ
か
つ
ぎ
、
や
れ
「
般
若
論
理
」
だ
海
外
伝
道
だ
哲
学
だ
と
得
意
げ
に
し
て
い
る
と
、
と
た
ん
に

「
大
我
」
（
悟
り
と
い
う
「
黄
金
の
鎖
」
）
に
落
ち
る
（
縛
ら
れ
る
）
と
言
っ
て
い
る
の
に
等
し
い
。 

 

⑫
大
拙
と
西
田
が
禅
の
「
無
」
境
の
言
語
化
の
次
元
を
す
っ
ぽ
か
し
た
問
題
。『
無
門
関
』
第
二
則
「
百
丈

野
孤
」
（
い
わ
ゆ
る
「
野
狐
禅
」
の
「
公
案
」
）
が
こ
れ
を
戒
め
て
い
る
。 

 

百
丈
和
尚
、
凡
そ
参
の
次
、
一
老
人
あ
り
、
（
略
）
師
遂
に
問
う
、
面
前
に
立
つ
者
、
復
も 

是
れ
何
人
ぞ
。
老
人
云
く
、
諾
、
某
甲
非
人
な
り
。
過
去
迦
葉
仏
の
時
に
於
い
て
、
曾
て 

此
の
山
に
住
す
。
学
人
の
、
大
修
行
底
の
人
も
還
た
因
果
に
落
ち
る
や
、
と
問
う
に
因
っ
て 

某
甲
対
え
て
云
く
、
不
落
因
果
と
。
五
百
生
野
狐
身
に
堕
す
。
今
謂
う
和
尚
、
一
転
語
代
っ
て
、 

貴
く
は
野
狐
を
脱
せ
し
め
よ
。
遂
に
問
う
、
大
修
行
底
の
人
も
還
た
因
果
に
落
ち
る
や
。 

師
云
く
、
不
昧
因
果
。
老
人
言
下
に
大
悟
、
（
略
） 

 

百
丈
和
尚
が
説
法
し
た
あ
る
日
一
人
の
老
人
が
居
残
っ
た
。
和
尚
が
「
誰
か
」
と
聞
く
と
、
「
私
は

人
間
で
は
な
く
、
か
つ
て
こ
の
山
に
住
し
、
弟
子
に
「
悟
っ
た
人
も
因
果
律
に
落
ち
る
か
」
と
聞
か
れ

「
落
ち
な
い
」
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
五
百
回
も
野
狐
に
生
れ
る
身
に
な
り
ま
し
た
。
一
転
語
に
よ
っ
て

野
狐
の
身
を
脱
し
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
訴
え
、
「
大
悟
し
た
人
も
因
果
律
に
落
ち
る
か
」
と
和
尚
に



聞
い
た
。
和
尚
が
「
因
果
律
を
曖
昧
に
し
な
い
」
と
答
え
る
と
、
言
下
に
老
人
は
大
悟
し
た
、
云
々
。 

「
無
」
に
捉
わ
れ
「
無
」
の
妙
有
・
妙
用
を
す
っ
ぽ
か
す
「
野
狐
禅
」
の
戒
め
で
あ
る
。
私
が
知
る

二
尾
の
「
野
狐
」
は
「
無
」
の
妄
想
に
堕
ち
た
ま
ま
、
今
鎌
倉
東
慶
寺
の
山
に
眠
っ
て
い
る
。 

 
禅
で
言
う
「
無
」
の
妙
有
・
妙
用
の
問
題
。
弘
法
大
師
空
海
は
、
千
年
以
上
も
前
に
、
「
果
分
可
説
」

「
真
言
」
「
法
身
説
法
」
「
声
字
実
相
」
（
「
六
塵
悉
く
文
字
な
り
」
）
で
超
え
、
西
田
の
言
う
絶
対
唯
一

の
「
真
実
在
」
は
「
阿
字
（
本
不
生
）
」
で
決
着
し
て
い
た
。 

大
拙
は
、
空
海
の
密
教
に
無
知
で
「
弘
法
大
師
の
如
き
・
・
・
貴
族
文
化
の
産
物
」（
『
日
本
的
霊
性
』
）

な
ど
と
う
そ
ぶ
き
、
ず
っ
と
「
霊
性
」
や
「
神
秘
思
想
」
に
関
心
を
も
ち
な
が
ら
空
海
の
密
教
を
妻
の

ベ
ア
ト
リ
ス
・
レ
イ
ン
に
勧
め
る
始
末
だ
っ
た
。 

西
田
は
、
幼
少
の
頃
、
真
宗
王
国
の
加
賀
で
母
に
真
宗
信
仰
を
し
つ
け
ら
れ
た
せ
い
か
、
真
言
密
教

を
「
淫
祠
邪
教
の
類
」
と
う
そ
ぶ
い
た
中
江
兆
民
に
近
か
っ
た
せ
い
か
、
あ
る
い
は
西
洋
近
代
哲
学
や

明
治
の
「
新
仏
教
」
へ
の
昂
ぶ
り
か
ら
真
言
密
教
を
「
前
近
代
」
と
安
直
に
決
め
つ
け
た
の
か
、
空
海

の
「
ア
ウ
フ
ヘ
ー
ベ
ン
」（
「
十
住
心
」
（「
九
顕
十
密
」）
）
を
一
顧
だ
に
し
な
か
っ
た
。 

 

「
法
身
説
法
」
―
大
日
如
来
そ
の
も
の
が
語
る
コ
ト
バ
。
人
間
の
語
る
コ
ト
バ
と
根
本
的
に 

違
う
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
す
る
に
難
く
な
い
。（
略
）
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
空
海 

は
、
法
身
の
語
る
コ
ト
バ
と
人
間
の
語
る
コ
ト
バ
と
の
内
面
的
連
関
性
を
指
摘
す
る
の
を 



忘
れ
な
い
。「
コ
ト
バ
の
根
本
は
、
法
身
を
源
泉
と
す
る
。
こ
の
絶
対
的
原
点
か
ら
流
出
し
、 

展
じ
展
じ
て
遂
に
世
流
布
の
コ
ト
バ
（
世
間
一
般
に
流
通
し
て
い
る
普
通
の
人
間
の
コ
ト
バ
） 

と
な
る
の
だ
」
と
『
声
字
実
相
義
』
の
一
節
で
彼
は
言
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
我
々
が
常
識
的 

に
コ
ト
バ
と
呼
び
コ
ト
バ
と
し
て
日
々
使
っ
て
い
る
も
の
も
、
根
源
に
ま
で
遡
っ
て
み
れ
ば
、 

大
日
如
来
の
真
言
で
あ
り
、
要
す
る
に
真
言
の
世
俗
的
展
開
形
態
に
過
ぎ
な
い
、
と
い
う
の
だ
。 

（「
意
味
分
節
理
論
と
空
海
」
、
井
筒
俊
彦
『
意
味
の
深
み
へ
』
） 

 

⑬
弘
法
大
師
は
、
良
く
知
ら
れ
た
話
だ
が
、
天
台
宗
の
開
祖
最
澄
上
人
が
自
分
の
密
教
の
欠
を
補
完
す
る

た
め
に
、
自
ら
「
下
僧
最
澄
」
と
言
っ
て
へ
り
下
り
、「
伝
法
潅
頂
」
の
受
法
と
『
理
趣
釈
（
経
）
』
の

借
覧
を
再
三
願
い
出
て
き
た
が
、
こ
れ
を
許
可
し
な
か
っ
た
。 

「
伝
法
潅
頂
」
は
「
四
度
加
行
」（「
三
密
行
」
）
の
已
修
者
の
み
受
法
を
許
さ
れ
、『
理
趣
釈
（
経
）
』

は
「
伝
法
大
会
」（
「
伝
法
潅
頂
」
の
大
阿
と
「
竪
精
論
議
」
）
の
已
修
者
で
、「
講
伝
」
の
受
講
を
許
可

さ
れ
た
者
に
口
伝
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
最
澄
上
人
は
そ
れ
を
知
っ
て
か
知
ら
ず
か
、
受
法
を
安
直
に

迫
っ
た
。
大
師
は
密
教
の
秘
奥
を
読
書
自
習
で
知
ろ
う
と
す
る
最
澄
上
人
の
「
井
の
中
の
蛙
」
を
拒
絶

し
た
の
で
あ
る
。 

「
井
の
中
の
蛙
」
と
い
う
意
味
で
は
大
拙
・
西
田
も
ご
同
様
で
、
二
人
と
も
「
知
っ
た
か
ぶ
り
」
の

天
才
だ
が
、
共
に
師
家
か
ら
「
印
可
」
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
「
井
の
中
の
蛙
」
が
身
の
程
を

知
ら
ず
、
禅
の
立
場
か
ら
独
善
的
に
モ
ノ
を
言
う
の
は
大
拙
に
顕
著
だ
が
、
西
田
も
負
け
ず
劣
ら
ず
で
、



「
ち
ょ
っ
と
見
て
、
ち
ょ
っ
と
や
っ
て
、
全
部
わ
か
っ
た
よ
う
に
言
う
」
病
癖
が
あ
っ
た
。
三
十
才
代

そ
こ
そ
こ
、
社
会
に
出
て
ま
も
な
く
の
西
田
が
、
「
井
の
中
」
か
ら
明
治
期
の
日
本
の
宗
教
を
痛
烈
に

ヤ
ジ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
曰
く
、 

  
 

今
の
宗
教
を
罪
す
る
も
の
は
宗
教
家
な
る
の
み
。
彼
等
の
多
く
は
自
ら
人
生
問
題
に
撞
着
し
て 

 
 

刻
苦
精
励
、
遂
に
自
己
の
宗
教
に
由
り
之
が
解
釈
を
得
た
る
に
あ
ら
ず
、
宗
教
伝
道
を
ば
恰
も 

 
 

一
職
業
の
如
く
に
考
へ
之
が
説
教
に
必
要
な
知
識
を
学
得
せ
る
の
み
。
自
己
に
宗
教
的
経
歴 

な
く
、
乃
ち
能
く
教
祖
が
真
意
の
所
在
を
洞
察
し
得
ず
、
徒
ら
に
死
せ
る
形
式
を
尊
信
し
て 

己
が
宗
教
の
本
意
と
な
す
、
か
く
の
如
く
に
し
て
生
け
る
宗
教
を
伝
へ
ん
と
欲
す
豈
難
か
ら 

ず
や
。
（「
現
今
の
宗
教
に
つ
い
て
」
『
無
尽
燈
』
第
六
巻
第
十
二
号
、
明
治
三
十
四
年
） 

 

明
治
の
は
じ
め
、
白
山
修
験
や
真
宗
王
国
で
知
ら
れ
る
北
陸
で
は
廃
仏
毀
釈
が
苛
烈
に
行
わ
れ
た
。

察
す
る
に
、
こ
の
ヤ
ジ
の
頃
、
北
陸
で
は
廃
仏
毀
釈
の
荒
廃
か
ら
再
起
し
よ
う
と
す
る
真
宗
・
禅
宗
の

布
教
活
動
が
懸
命
に
行
わ
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
を
、
禅
経
験
も
ま
だ
浅
く
、
日
本
仏
教
の

真
相
も
見
え
て
い
な
い
西
田
が
、
職
業
坊
主
の
形
骸
化
し
た
説
教
な
ど
人
生
の
問
題
に
は
役
に
立
た
な

い
と
ヤ
ジ
っ
た
、
と
読
め
る
。
「
知
っ
た
か
ぶ
り
」
宗
教
原
理
の
時
局
へ
の
口
出
し
だ
。
こ
の
病
癖
は

晩
年
ま
で
変
ら
ず
、
戦
時
の
「
世
界
新
秩
序
の
原
理
」
は
戦
争
協
力
と
し
て
戦
後
甚
く
批
判
さ
れ
た
。 

 



余
談
だ
が
、
か
よ
う
な
ま
で
に
「
井
の
中
の
蛙
」
だ
っ
た
西
田
は
、
哲
学
の
方
で
も
「
井
の
中
の
蛙
」

だ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
西
田
は
自
ら
哲
学
を
講
じ
ド
イ
ツ
観
念
論
の
超
克
を
め
ざ
し
な
が
ら
ド
イ
ツ
に

留
学
を
し
な
か
っ
た
。
西
田
の
時
代
の
ド
イ
ツ
に
は
、
コ
ー
ヘ
ン
も
ナ
ト
ル
ブ
も
カ
ッ
シ
ー
ラ
ー
も
、

ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
も
リ
ッ
ケ
ル
ト
も
（
以
上
、
新
カ
ン
ト
学
派
）
、
フ
ッ
サ
ー
ル
も
ハ
イ
デ
ガ
ー
も
、

ヤ
ス
パ
ー
ス
な
ど
も
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
西
田
も
相
当
影
響
を
受
け
た
ベ
ル
ク
ソ
ン
も
い
た
。 

『
善
の
研
究
』
を
上
梓
し
て
ほ
ど
な
く
の
四
十
代
前
半
、
家
庭
の
事
情
が
あ
っ
た
と
か
、
学
ぶ
も
の

が
な
か
っ
た
と
か
、
西
田
の
ド
イ
ツ
語
は
さ
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
と
か
、
新
カ
ン
ト
派
と
議
論
を
す
る

自
信
が
な
か
っ
た
と
か
、
彼
の
集
大
成
だ
っ
た
『
善
の
研
究
』
が
ド
イ
ツ
で
不
評
を
買
い
、
京
大
で
の

地
位
を
失
う
の
が
怖
か
っ
た
な
ど
諸
説
あ
る
が
、
な
ぜ
ド
イ
ツ
に
行
か
な
か
っ
た
の
か
。 

察
す
る
に
、
生
半
可
な
禅
の
「
無
」
境
体
験
を
ベ
ー
ス
に
し
た
西
田
の
「
真
実
在
」
は
禅
寺
の
あ
る

日
本
で
は
「
東
洋
の
智
慧
」
な
ど
と
広
言
で
き
る
が
、
宗
教
と
哲
学
を
峻
別
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
通
じ

る
わ
け
が
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
留
学
組
の
田
辺
元
や
直
接
リ
ッ
ケ
ル
ト
に
学
ん
だ
高
橋
里
美
や
左
右
田

喜
一
郎
か
ら
『
善
の
研
究
』
や
そ
の
後
の
補
完
思
想
を
批
判
さ
れ
た
時
の
、
田
辺
へ
の
ア
カ
デ
ミ
ス
ト

ら
し
く
な
い
人
格
口
撃
や
、
高
橋
や
左
右
田
へ
の
空
か
し
た
反
論
を
見
れ
ば
、
ド
イ
ツ
に
行
く
自
信
の

な
さ
が
わ
か
る
。
哲
学
の
本
場
で
自
分
の
「
借
用
」
哲
学
が
世
界
に
露
見
す
る
の
を
恐
れ
た
の
も
あ
る

だ
ろ
う
。
西
田
の
負
け
ず
ぎ
ら
い
、
す
な
わ
ち
負
い
目
の
極
端
な
ダ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
病
的
で

教
え
子
の
間
で
は
有
名
だ
っ
た
が
、
畢
竟
西
田
は
内
弁
慶
の
「
井
の
中
の
蛙
」
だ
っ
た
。 

 



⑭
以
上
、
鈴
木
大
拙
と
西
田
幾
多
郎
の
「
虚
」
に
つ
い
て
く
ど
く
ど
と
批
判
し
た
こ
と
で
わ
か
る
よ
う
に
、

私
の
草
学
道
は
、
仏
教
の
瞑
想
の
境
地
や
教
理
や
概
念
を
西
洋
哲
学
の
概
念
や
思
考
や
論
理
で
「
読
み
」、

そ
の
「
読
み
」
が
仏
教
の
原
意
や
文
脈
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
「
換
骨
奪
胎
」
に
な
っ
て
も
い
っ
こ
う

に
か
ま
わ
な
い
、
そ
ん
な
乱
暴
な
比
較
思
想
も
ど
き
の
「
知
」
の
在
り
方
や
、
仏
教
の
瞑
想
（
基
本
的

に
は
、
釈
尊
か
ら
禅
ま
で
「
止
観
」
行
）
の
経
験
が
な
い
人
、
あ
る
い
は
経
験
し
た
と
し
て
も
大
拙
や

西
田
の
よ
う
な
生
半
可
な
居
士
禅
（
ア
マ
チ
ュ
ア
、
サ
ブ
カ
ル
）
程
度
の
人
が
、
い
か
に
も
わ
か
っ
た

よ
う
に
、
瞑
想
中
に
観
じ
た
「
観
想
」（
超
言
語
の
直
観
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
）
や
、
そ
れ
を
（「
仮
名
」
で
）

言
語
化
（
「
仮
有
」
「
仮
構
」
化
）
し
た
仏
教
教
理
を
西
洋
哲
学
の
概
念
や
思
考
や
論
理
（
世
間
の
言
語

（「
実
有
」
「
虚
構
」
）
で
解
釈
し
論
じ
る
哲
学
的
「
方
法
」
に
頑
と
し
て
否
定
的
で
あ
る
。 

仏
教
教
理
を
西
洋
哲
学
で
「
読
む
」
思
索
家
に
は
、
仏
教
の
教
理
や
概
念
が
瞑
想
に
お
け
る
「
言
亡

慮
絶
」
の
直
観
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
か
ら
発
し
て
い
る
こ
と
や
、
直
観
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
原
体
験
の
な
い
人

が
精
神
現
象
学
や
深
層
心
理
学
や
神
秘
学
の
哲
学
的
観
念
論
で
仏
教
教
理
を
解
釈
し
て
も
、
「
無
我
」

「
無
自
性
」「
空
」
「
諸
法
実
相
」
な
ど
の
直
観
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
は
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
自
覚

的
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
仏
教
教
理
は
行
体
験
知
で
あ
っ
て
机
上
の
観
念
論
で
は
な
い
。 

私
の
西
洋
哲
学
の
視
座
に
は
西
欧
の
思
想
家
の
な
か
に
仏
教
を
哲
学
的
に
思
索
し
た
人
は
い
な
い
。

よ
く
ヤ
ス
パ
ー
ス
が
俎
上
に
上
る
が
、
彼
の
「
ブ
ッ
ダ
」
「
ナ
ー
ガ
ー
ル
ジ
ュ
ナ
」
（
『
偉
大
な
哲
学
者

た
ちD

ie
 g

ro
ss

e
n

 P
h

ilo
so

p
h

ie

』）
は
、
ほ
か
の
学
説
や
翻
訳
を
コ
ピ
ペ
し
た
エ
ッ
セ
イ
で
、
彼
は

カ
ン
ト
の
二
元
的
認
識
論
に
ブ
ッ
ダ
を
引
き
寄
せ
る
だ
け
で
、
ブ
ッ
ダ
の
「
無
我
」
説
に
全
く
否
定
的



で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
思
想
界
は
、
ヤ
ス
パ
ー
ス
に
し
て
そ
ん
な
程
度
で
、
そ
も
そ
も
西
洋
哲
学
で

仏
教
を
「
読
む
」
こ
と
な
ど
な
い
。
西
洋
哲
学
の
本
場
が
そ
う
な
の
に
日
本
の
思
索
家
が
哲
学
概
念
を

解
釈
ツ
ー
ル
に
し
て
仏
教
を
「
読
む
」
意
味
が
私
に
は
不
可
解
で
、
こ
れ
が
比
較
思
想
と
い
う
学
問
な

の
か
、
そ
れ
に
し
て
も
ず
い
ぶ
ん
次
元
の
ち
が
う
「
知
」
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
は
な
い
か
、
と
思
う
。 

 

然
る
に
、
禅
の
経
験
を
も
た
な
い
和
辻
哲
郎
が
道
元
を
書
い
た
（「
沙
門
道
元
」（『
和
辻
哲
郎
全
集
』

第
四
巻
）
、
『
道
元
』
（
河
出
文
庫
）
）
。
和
辻
は
そ
の
序
で
、
禅
の
門
外
漢
で
あ
り
な
が
ら
道
元
を
書
く

こ
と
に
対
し
て
起
る
で
あ
ろ
う
伝
統
仏
教
か
ら
の
批
判
を
想
定
し
て
長
々
と
事
前
反
論
を
綴
り
、
宗
門

（
曹
洞
宗
？
）
や
そ
の
管
長
ま
で
や
り
玉
に
挙
げ
、
堂
塔
の
建
築
や
揮
毫
に
忙
し
く
、
自
分
の
よ
う
に

道
元
を
哲
学
で
「
読
む
」
こ
と
も
な
く
、
堕
落
し
て
い
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
大
ミ
エ
を
切
っ
た
。 

と
こ
ろ
が
豈
は
か
ら
ん
や
、
大
ミ
エ
を
切
っ
た
そ
の
内
容
た
る
や
、
『
正
法
眼
蔵
』
『
学
道
用
心
集
』

等
の
記
述
を
継
ぎ
接
ぎ
し
て
道
元
の
高
潔
さ
や
修
行
の
厳
格
さ
を
精
神
史
的
・
倫
理
学
的
に
述
べ
た
に

過
ぎ
ず
、
若
干
フ
ッ
サ
ー
ル
や
範
疇
論
が
顔
を
出
す
く
ら
い
で
、
道
元
の
「
黙
照
」
禅
を
哲
学
的
思
索

の
世
界
に
導
き
入
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
本
人
が
認
め
る
通
り
学
界
へ
の
裨
益
も
な
か
っ
た
。 

 

和
辻
は
ま
た
、
禅
定
・
観
法
の
経
験
も
な
し
に
『
原
始
仏
教
の
実
践
哲
学
』
を
書
い
た
。
そ
し
て
、

本
論
の
冒
頭
に
お
い
て
「
釈
尊
は
哲
学
的
思
索
を
斥
け
た
か
」
と
題
し
、
釈
尊
が
「
世
間
（lo

k
a

）
は

常
住
（sassata

）
か
、
否
か
」
「
世
間
は
無
辺
（an

tav
q

）
か
、
否
か
」
「
身
体
と
霊
魂
は
一
つ
か
、
別



か
」
と
い
っ
た
形
而
上
学
的
な
問
題
に
沈
黙
し
た
こ
と
を
取
り
上
げ
、
イ
ン
ド
学
仏
教
学
の
草
分
け
の

オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
が
（
お
そ
ら
く
『
佛
陀
』
で
）
言
っ
た
定
説
を
批
判
し
つ
つ
、
「
形
而
上
学
的
問
題

が
真
の
哲
学
的
問
題
で
は
な
い
故
に
答
へ
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
た
。
和
辻
の
言
う
哲
学
的
問
題
と
は

「
無
我
五
蘊
縁
起
等
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
た
問
題
」
で
、
そ
れ
を
和
辻
は
「
真
の
認
識
」「
「
法
」
の

認
識
」
だ
と
言
う
。
つ
ま
り
彼
は
、
釈
尊
は
「
無
我
五
蘊
縁
起
等
」
に
お
け
る
「
「
法
」
の
認
識
」
を

哲
学
（
範
疇
論
）
的
に
思
索
し
た
、
だ
か
ら
哲
学
的
問
題
を
斥
け
た
の
で
は
な
い
、
釈
尊
は
、
自
分
と

同
じ
く
、
哲
学
的
に
「
法
」
を
思
索
す
る
哲
学
者
だ
、
と
言
い
た
い
よ
う
で
あ
る
。 

 

然
る
に
私
の
草
学
道
は
、
釈
尊
の
沈
黙
を
言
う
な
ら
、
和
辻
は
「
梵
天
勧
請
」
を
知
ら
な
い
の
か
、

知
っ
て
い
て
ス
ル
ー
す
る
の
か
と
言
い
た
く
な
る
。
そ
も
そ
も
釈
尊
は
、
菩
提
樹
下
の
成
道
の
あ
と
、

修
行
仲
間
か
ら
サ
ト
リ
の
内
容
を
明
か
す
よ
う
懇
請
さ
れ
た
が
沈
黙
（
「
無
記
」
）
し
た
の
が
最
初
だ
。

理
由
は
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
イ
ン
ド
学
・
仏
教
研
究
・
チ
ベ
ッ
ト
学
の
先
駆
者
ヘ
ル
マ
ン
・
ベ
ッ
ク

（『B
u

d
d

h
a

 u
n

d
 se

in
e
 L

e
h

re

』
）
に
よ
れ
ば
、
「
仏
陀
が
愛
好
し
た
沈
黙
」
「
高
貴
な
沈
黙
」
「
承
諾

ま
た
は
肯
定
の
意
味
の
沈
黙
」
「
仏
陀
の
教
え
と
他
学
派
の
相
違
に
関
す
る
沈
黙
」
「
回
答
す
る
こ
と
が

実
践
的
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
場
合
の
沈
黙
」
「
超
越
的
な
問
題
に
関
す
る
沈
黙
」
「
言
葉
で
は
表
現
が
で

き
ず
思
考
で
も
把
握
で
き
な
い
も
の
に
対
す
る
沈
黙
」、
Ｔ
・
Ｒ
・
Ｖ
・
ム
ル
テ
ィ
（
有
名
な
『C

e
n

tra
l 

P
h

ilo
so

p
h

y
 o

f B
u

d
d

h
ism

』）
は
「
実
践
的
な
理
由
に
基
づ
く
沈
黙
」「
仏
陀
が
不
可
知
論
者
で
あ
る

こ
と
に
基
づ
く
沈
黙
」「
否
定
的
な
理
由
に
基
づ
く
沈
黙
」「
絶
対
的
真
実
の
不
可
説
性
に
基
づ
く
沈
黙
」



を
挙
げ
て
い
る
が
、
「
梵
天
勧
請
」
説
話
か
ら
察
す
る
に
「
仏
陀
の
サ
ト
リ
は
思
考
や
論
理
を
超
え
た

も
の
」
「
説
き
明
か
し
て
も
世
間
の
衆
生
に
は
理
解
で
き
な
い
」「
理
解
で
き
な
け
れ
ば
世
間
を
惑
わ
し

自
分
の
苦
悩
に
も
な
る
」
、
す
な
わ
ち
「
釈
尊
の
サ
ト
リ
の
内
容
は
一
般
世
間
の
言
葉
や
思
考
法
で
は

理
解
で
き
な
い
、
だ
か
ら
釈
尊
は
沈
黙
し
た
」
と
い
う
の
が
妥
当
な
受
け
と
め
に
な
ろ
う
。 

私
の
草
学
道
で
言
え
ば
、
釈
尊
の
サ
ト
リ
は
禅
定
・
内
観
の
直
観
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
観
想
）
で
あ
り
、

と
て
も
世
間
の
衆
生
の
世
間
知
で
理
解
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
要
す
れ
ば
、
釈
尊
は
自
分
だ
け
し
か

わ
か
ら
な
い
サ
ト
リ
の
直
観
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
世
間
の
言
葉
に
言
語
化
す
る
こ
と
に
躊
躇
し
た
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
は
先
に
述
べ
た
禅
の
「
無
」
境
の
言
語
化
（「
仮
名
」
「
仮
設
」
「
方
便
」
）
と
同
じ
問
題

に
直
面
し
沈
黙
し
た
の
だ
。 

釈
尊
が
形
而
上
学
的
問
題
に
答
え
な
か
っ
た
の
は
、
禅
定
・
内
観
の
直
観
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
よ
っ
て

「
無
我
五
蘊
縁
起
」
等
を
観
得
し
た
釈
尊
に
と
っ
て
は
世
間
的
な
形
而
上
の
議
論
は
「
我
」
論
で
あ
り
、

沈
黙
す
る
。
「
法
」
を
哲
学
的
に
思
索
す
る
の
も
「
我
」
論
で
、
六
師
外
道
や
六
派
哲
学
を
持
ち
出
す

ま
で
も
な
い
。
釈
尊
は
哲
学
者
で
は
な
く
「「
法
」
の
真
実
」
を
現
等
覚
し
た
瞑
想
修
行
者
で
あ
る
。 

 

ま
た
和
辻
は
、「
五
蘊
」「
十
二
処
」「
十
八
界
」「
十
二
縁
起
」「
道
諦
（
「
八
正
道
」
）
な
ど
の
「「
法
」

の
認
識
」
に
精
神
現
象
学
や
範
疇
論
を
充
て
、
オ
ル
デ
ン
ベ
ル
グ
の
説
や
日
本
に
お
け
る
近
代
仏
教
学

の
先
駆
者
木
村
泰
賢
博
士
の
解
釈
に
異
を
唱
え
た
。
し
か
し
、
釈
尊
は
哲
学
者
で
は
な
く
瞑
想
修
行
者

で
あ
っ
て
、
釈
尊
は
「
無
我
五
蘊
縁
起
」
と
い
っ
た
「
法
」
を
観
想
し
、
そ
の
直
観
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を



敢
え
て
言
葉
（「
仮
名
」
「
仮
構
」）
に
し
た
の
で
あ
り
、
哲
学
的
な
思
索
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
。 

私
の
草
学
道
で
は
、
禅
も
含
む
止
観
行
や
観
法
の
経
験
も
な
く
仏
教
の
教
理
を
云
々
す
る
こ
と
自
体
、

卓
球
を
や
っ
た
こ
と
も
な
い
者
が
卓
球
を
あ
れ
こ
れ
論
じ
る
の
と
同
じ
空
理
空
論
で
、
自
己
体
験
し
た

こ
と
も
な
い
観
想
か
ら
く
る
仏
教
教
理
を
哲
学
化
（
論
理
化
）
す
る
な
ど
、
坐
禅
を
中
途
で
放
棄
し
、

「
印
可
」
も
受
け
ら
れ
ず
、
真
の
「
見
性
」
経
験
が
な
い
西
田
が
、
禅
の
「
無
」
を
わ
か
っ
た
こ
と
に

し
て
哲
学
化
す
る
の
と
同
じ
く
、
瞑
想
体
験
に
基
づ
か
な
い
概
念
工
事
で
あ
る
。
偶
々
、
精
神
現
象
学

（
フ
ッ
サ
ー
ル
）
や
範
疇
論
（
新
カ
ン
ト
主
義
）
が
和
辻
に
と
っ
て
仏
教
理
解
の
ツ
ー
ル
に
な
っ
た
と

し
て
も
、
明
晰
な
論
理
が
瞑
想
で
直
観
し
た
「
法
」
を
如
実
知
で
き
る
ツ
ー
ル
と
は
思
え
な
い
。 

「
無
我
」
「
無
執
著
」
「
縁
起
」
説
に
立
つ
釈
尊
に
と
っ
て
、
世
間
の
思
考
・
論
理
（
「
我
」
論
）
で

論
じ
る
哲
学
は
外
道
で
あ
る
。
和
辻
は
そ
の
く
ら
い
の
こ
と
は
わ
き
ま
え
て
い
た
は
ず
で
、
「
無
我
」

を
知
り
な
が
ら
仏
教
を
「
我
」
で
「
読
む
」
和
辻
の
自
己
矛
盾
、
私
に
は
わ
か
ら
な
い
。 

 

余
談
な
が
ら
、
和
辻
の
学
位
論
文
と
な
っ
た
『
原
始
仏
教
の
実
践
哲
学
』
は
、
京
都
大
学
で
の
論
文

審
査
の
教
授
会
で
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
学
の
碩
学
で
イ
ン
ド
哲
学
科
主
任
教
授
だ
っ
た
榊
亮
三
郎
教
授

に
強
硬
に
反
対
さ
れ
、
同
教
授
が
退
官
す
る
ま
で
学
位
は
授
与
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。 

榊
教
授
の
反
対
の
理
由
は
、
木
村
泰
賢
博
士
を
厳
し
く
批
判
し
て
宇
井
伯
壽
博
士
に
加
担
し
た
こ
と

が
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
榊
教
授
が
強
硬
に
反
対
し
た
こ
と
か
ら
推
す
と
、
和
辻
の
パ
ー
リ
語
の
語
学
に

問
題
が
あ
り
、
パ
ー
リ
語
の
原
典
を
ど
こ
ま
で
自
分
の
実
力
で
「
読
め
」
た
か
、
漢
訳
「
阿
含
経
」
の



漢
訳
語
に
惑
わ
さ
れ
語
義
解
釈
に
齟
齬
を
き
た
し
た
の
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
だ
が
、
イ
ン
ド
学
で
は

「
無
明
」
の
概
念
解
釈
を
原
語
「av

id
y
q

」
の
イ
ン
ド
的
な
言
語
感
覚
や
そ
の
原
意
か
ら
考
え
る
が
、

こ
れ
を
漢
訳
の
「
無
明
」
に
惑
わ
さ
れ
「
無
知
」
な
ど
と
言
う
の
は
ま
ち
が
い
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。 

 
和
辻
の
仏
教
理
解
に
つ
い
て
は
畏
友
廣
澤
隆
之
師
の
「
和
辻
哲
郎
の
仏
教
理
解
」（
比
較
思
想
学
会
、

特
集
「
和
辻
哲
郎
と
比
較
思
想
」
２
）
に
詳
し
い
。
廣
澤
師
は
、
「
和
辻
仏
教
学
」
に
一
定
の
理
解
を

示
し
な
が
ら
、
仏
教
学
者
と
し
て
思
索
家
と
し
て
瑜
伽
行
者
と
し
て
の
視
座
か
ら
彼
の
「
法
（
ダ
ル
マ

d
h
arm

a

）
」
な
ど
の
仏
教
理
解
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。「
和
辻
仏
教
学
」
に
は
ほ
か
に
も
批
判
が
多
く
、

本
領
で
あ
る
倫
理
学
ほ
か
風
土
論
や
日
本
精
神
文
化
論
や
芸
術
論
も
同
様
で
あ
る
。
戸
板
潤
は
和
辻
を

「
一
見
極
め
て
天
才
的
に
警
抜
に
見
え
る
が
、
他
方
ま
た
甚
だ
思
い
つ
き
が
多
く
て
、
御
都
合
主
義
に

満
ち
た
も
の
」
（『
日
本
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
論
』
）
と
厳
し
く
評
し
て
い
る
。 

 

⑮
こ
こ
ま
で
、
鈴
木
大
拙
や
西
田
幾
多
郎
や
和
辻
哲
郎
を
例
に
挙
げ
て
、
禅
境
あ
る
い
は
禅
定
や
観
法
と

い
っ
た
瞑
想
行
で
の
直
観
体
験
か
ら
出
た
仏
教
教
理
を
西
洋
哲
学
の
概
念
や
思
考
や
論
理
で
思
索
し

言
語
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
私
の
草
学
道
に
見
え
た
「
難
」
を
述
べ
て
き
た
。 

然
る
に
、
そ
の
私
の
「
難
」
が
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
を
見
透
か
し
、
そ
れ
に
答
え
る
か
の
よ
う
な

著
述
が
私
の
書
棚
に
偶
然
あ
っ
た
。
し
ば
ら
く
前
に
購
入
し
、
最
近
に
な
っ
て
熟
読
し
た
井
筒
俊
彦
の

『T
o
w

a
rd

 a
 P

h
ilo

so
p

h
y
 o

f Z
e
n

 B
u

d
d

h
ism

』、
日
本
語
訳
『
禅
仏
教
の
哲
学
に
向
け
て
』
（
野
平



宗
弘
訳
、
ぷ
ね
う
ま
舎
）
で
あ
る
。 

 

禅
に
は
内
在
的
な
哲
学
的
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
確
信
の
も
と
、
私
は
本
書
に
「
禅
仏
教
の 

哲
学
に
向
け
て
」
と
い
う
題
を
つ
け
た
。
私
の
こ
の
確
信
は
、
い
か
な
る
形
態
で
あ
ろ
う
と 

も
す
べ
て
の
哲
学
的
思
考P

h
ilo

so
p

h
ie

re
n

の
原
点
に
は
、
独
自
の
リ
ア
リ
テ
ィ
体
験
が 

あ
る
、
そ
う
で
あ
る
は
ず
だ
と
い
う
見
解
に
基
づ
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
経
験
主
義
哲
学
は
、 

リ
ア
リ
テ
ィ
の
「
経
験
的
」
体
験
に
基
づ
い
て
い
る
し
、
そ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
経
験 

主
義
タ
イ
プ
の
思
考
は
、
人
間
の
認
知
機
能
の
「
通
常
の
」
働
き
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
、 

認
知
の
最
も
基
礎
的
な
形
態
と
考
え
ら
れ
て
い
る
感
覚
と
知
覚
と
を
通
じ
て
人
間
が
外
界
と 

出
会
う
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
で
の
リ
ア
リ
テ
ィ
の
考
察
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
経 

験
哲
学
は
、
理
性
的
で
分
析
的
な
方
法
で
知
覚
体
験
の
反
省
を
開
始
す
る
と
き
に
、
形
成
さ 

れ
る
。 

禅
に
も
ま
た
、
禅
独
自
の
リ
ア
リ
テ
ィ
体
験
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
「
経
験
的
」
な
も
の
と 

は
著
し
く
異
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
禅
が
よ
く
言
わ
れ
る
よ
う
に
リ
ア
リ
テ
ィ
の
経
験
的 

次
元
を
一
息
に
「
超
越
す
る
」
わ
け
で
は
な
い
。
全
く
逆
で
あ
る
。
禅
の
世
界
は
そ
の
究
極 

的
段
階
で
は
、
経
験
主
義
者
た
ち
が
見
る
世
界
に
劣
ら
ず
「
経
験
的
」
な
知
覚
と
感
覚
の 

世
界
で
も
あ
る
の
だ
。
「
普
通
の
心
―
―
そ
れ
こ
そ
が
〈
道
〉
で
あ
る
」、
あ
る
い
は
「
柳
は 

綠
、
花
は
紅
」
な
の
で
あ
る
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
む
し
ろ
、
禅
体
験
で
働
く
感
覚
と
知
覚
が
、 



い
わ
ゆ
る
「
通
常
の
」
認
知
体
験
と
呼
ば
れ
る
レ
ベ
ル
で
働
い
て
い
る
と
き
の
同
様
の
感
覚 

と
知
覚
の
機
能
と
は
全
く
異
な
っ
て
機
能
す
る
も
の
と
し
て
、
全
く
異
な
る
意
義
を
帯
び
て 

い
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
禅
の
リ
ア
リ
テ
ィ
体
験
の
独
自
性
な
の
で
あ 

る
。
そ
し
て
、
必
然
的
に
、
そ
の
特
異
な
叡
智
的n

o
e
tic

体
験
は
、
独
特
な
タ
イ
プ
の
存
在 

論
を
生
み
出
す
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
生
み
出
す
可
能
性
が
あ
る
。 

 

本
書
の
中
で
私
が
述
べ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
禅
の
リ
ア
リ
テ
ィ
体
験
の
内
に
隠
さ
れ
て 

い
る
哲
学
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
な
の
で
あ
る
。 

 

禅
は
、
語
の
普
通
の
意
味
で
の
「
哲
学
」
と
一
緒
に
さ
れ
る
こ
と
を
好
ま
な
い
。
と
い
う 

の
も
、
「
哲
学
」
は
、
理
性
的
で
論
証
的
な
思
考
と
概
念
化
と
を
含
意
す
る
か
ら
だ
。
そ
の 

意
味
で
、
禅
は
単
に
非
哲
学
的
で
あ
る
だ
け
で
は
な
い
。
よ
り
積
極
的
に
言
っ
て
、
そ
れ
は 

反
哲
学
的
で
あ
る
。
禅
に
慣
れ
親
し
ん
だ
多
く
の
者
に
と
っ
て
、
「
禅
の
哲
学
」
と
い
う 

表
現
は
、
明
ら
か
に
、
単
な
る
矛
盾
に
し
か
聞
こ
え
な
い
だ
ろ
う
。
事
実
、
禅
を
学
ぶ
者
は
、 

常
に
、
概
念
化
と
理
性
的
推
論
の
陥
穽
に
陥
ら
な
い
よ
う
厳
格
に
教
え
ら
れ
る
。
思
考
の 

足
枷
の
す
べ
て
か
ら
離
れ
て
、
精
神
的
了
悟
の
行
為
を
通
じ
て
「
真
理
」
を
直
接
把
握
し
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
「
真
理
」
に
関
す
る
概
念
的
思
考
の
複
雑
さ
は
、
避
け
が
た
く 

禅
を
学
ぶ
者
を
正
し
い
道
か
ら
外
れ
さ
せ
、
そ
の
た
め
、
禅
が
理
解
す
る
リ
ア
リ
テ
ィ
の 



「
リ
ア
ル
」
な
体
験
の
扉
を
閉
じ
て
し
ま
う
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
事
実 

と
し
て
、
過
去
に
は
、
禅
の
考
え
を
体
験
的
に
把
握
し
て
い
な
い
「
哲
学
者
」
に
よ
る
、 

禅
の
哲
学
的
歪
曲
、
す
な
わ
ち
禅
の
考
え
の
理
性
的
な
い
し
知
性
的in

te
lle

ctu
a

l

な
操
作 

が
、
少
な
か
ら
ず
起
っ
た
。
（
筆
者
：
大
拙
や
西
田
と
そ
の
門
下
生
や
和
辻
の
こ
と
？
） 

し
た
が
っ
て
、
禅
が
、
哲
学
化
と
理
性
的
な
用
語
で
禅
体
験
を
語
る
こ
と
と
に
対
し
て
、 

激
し
い
嫌
悪
を
抱
く
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、 

禅
の
世
界
は
、
沈
黙
の
世
界
で
あ
る
か
ら
だ
。
そ
れ
は
思
考
と
言
語
的
描
写
を
許
さ
な
い 

非
凡
な
体
験
の
世
界
で
あ
る
。
す
べ
て
の
言
葉
が
究
極
的
に
は
〈
沈
黙
〉
へ
と
還
元
さ
れ
る 

世
界
な
の
だ
。 

 

禅
的
「
沈
黙
」
は
、
言
葉
を
孕
ん
だ
沈
黙
で
あ
る
。
そ
の
「
沈
黙
」
が
己
を
表
現
す
る
―
― 

表
現
す
る
し
か
な
い
―
―
の
は
、
当
然
、
言
語
の
中
で
だ
。
〈
沈
黙
〉
の
深
み
か
ら
、
言
語
が 

顕
現
す
る
。
禅
の
リ
ア
リ
テ
ィ
覚
知
か
ら
の
言
語
の
顕
現
は
、
存
在
論
的
に
は
、
無
分
節
体 

の
自
己
分
節
の
出
来
事
と
し
て
描
き
う
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
〈
沈
黙
〉
は
、
言
語
に
転
ず
る
。 

（
略
）
無
分
節
体
の
自
己
分
節
作
用
と
し
て
、
禅
の
リ
ア
リ
テ
ィ
体
験
か
ら
直
接
的
に
顕
現 

す
る
特
別
な
種
類
の
言
語
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
言
語
が
、
知
性
的
分
析
に
さ
ら
さ
れ
、 

哲
学
の
独
特
な
形
態
へ
と
練
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
十
分
に
あ
り
え
る
。
こ
の
種
の
哲
学
―
― 

禅
の
観
点
か
ら
正
当
化
で
き
る
も
の
だ
け
だ
が
―
―
は
、
禅
的
覚
知
の
只
中
か
ら
哲
学
化
さ
れ 



た
結
果
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
禅
の
自
己
哲
学
化
と
し
て
、
禅
が
自
己
自
身
を 

反
省
す
る
も
の
と
し
て
現
成
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
（
略
）
禅
に
は
、
私
が
最
初
に
述
べ 

た
よ
う
に
、
哲
学
的
思
考
を
創
造
す
る
注
目
す
べ
き
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
の
だ
。
（
以
上
、
序
） 

 
禅
の
立
場
か
ら
は
本
来
、
抽
象
的
思
考
す
な
わ
ち
哲
学
は
拒
絶
・
放
棄
の
対
象
で
あ
る
が
、
井
筒
は

禅
的
「
〈
沈
黙
〉
は
言
語
に
転
ず
る
」
、
禅
に
は
哲
学
化
（
言
語
化
）
へ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
と
。 

鈴
木
大
拙
に
は
こ
う
い
う
深
い
議
論
が
な
い
。
例
え
ば
「
般
若
論
理
」
の
よ
う
に
、
自
分
の
思
索
や

論
理
と
禅
の
リ
ア
リ
テ
ィ
覚
知
と
が
ど
う
い
う
文
脈
で
通
じ
て
い
る
の
か
、
明
か
し
た
こ
と
が
な
い
。

西
田
幾
多
郎
は
自
分
の
禅
の
内
実
す
ら
語
ら
な
い
。
「
知
解
」
の
レ
ベ
ル
で
は
、
道
元
の
言
う
「
脱
落

身
心
」
の
体
験
が
な
い
の
だ
。
だ
か
ら
禅
の
リ
ア
リ
テ
ィ
覚
知
と
哲
学
と
の
間
の
文
脈
を
明
か
せ
な
い
。

禅
体
験
の
な
い
和
辻
に
至
っ
て
は
、
道
元
を
精
神
史
的
に
倫
理
学
的
に
「
読
む
」
の
に
精
い
っ
ぱ
い
だ
。 

西
田
を
評
し
て
、
自
己
自
身
の
実
存
の
問
題
と
し
て
仏
教
と
向
い
合
っ
た
な
ど
と
言
う
人
が
い
る
が
、

彼
の
禅
は
も
と
も
と
恩
師
や
大
拙
に
啓
発
さ
れ
た
も
の
で
、「
見
性
」
体
験
も
な
く
中
途
で
放
棄
し
た
。

彼
に
と
っ
て
禅
は
、
人
生
の
悲
哀
を
癒
す
安
ら
ぎ
が
目
的
で
あ
り
、
『
大
乗
起
信
論
』
や
華
厳
思
想
も

常
に
先
を
行
く
大
拙
に
勧
め
ら
れ
た
も
の
で
、
自
己
の
実
存
の
問
題
と
し
て
学
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。 

西
田
が
禅
か
ら
哲
学
へ
の
文
脈
を
語
ら
な
か
っ
た
の
は
、
彼
の
禅
は
「〈
沈
黙
〉
は
言
語
に
転
ず
る
」

「
そ
の
よ
う
な
言
語
が
、
知
性
的
分
析
に
さ
ら
さ
れ
、
哲
学
の
独
特
な
形
態
へ
練
り
上
げ
ら
れ
る
」
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
が
未
熟
な
た
め
で
、
「
純
粋
経
験
」「
反
省
」
「
自
覚
」
「
直
観
」
「
無
の
場
所
」
「
絶
対
矛



盾
的
自
己
同
一
」
「
逆
対
応
」
は
み
な
哲
学
や
華
厳
思
想
か
ら
の
概
念
「
借
用
」
に
な
っ
た
。
西
田
の

哲
学
は
「
禅
の
自
己
哲
学
化
と
し
て
、
禅
が
自
己
自
身
を
反
省
す
る
も
の
と
し
て
現
成
」
し
た
の
で
は

な
く
、
西
田
は
禅
を
独
自
の
哲
学
に
し
た
な
ど
と
言
う
の
は
、
彼
の
実
像
を
知
ら
な
い
戯
論
で
あ
る
。 

 
注
意
す
べ
き
は
、
禅
に
お
け
る
公
案
の
あ
ら
ゆ
る
知
的
理
解
の
拒
絶
は
、
絶
対
的
で
徹
底
的 

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
公
案
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
精
神
的
態
度
そ
の
も
の
が
、 

最
初
か
ら
拒
絶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
知
性
が
機
能 

す
る
意
識
の
レ
ベ
ル
こ
そ
、
ま
さ
に
な
ん
と
し
て
も
乗
り
越
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
類 

の
も
の
で
あ
る
か
ら
だ
。
こ
れ
が
、
禅
が
あ
ら
ゆ
る
哲
学
的
思
索P

h
ilo

s
o
p

h
ie

re
n

を 

無
条
件
に
拒
絶
す
る
主
の
理
由
で
あ
る
。
人
は
、
公
案
の
知
的
解
釈
に
基
づ
い
て
深
い
哲
学 

体
系
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
成
功
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
そ
の
時
に
は
、
人
は 

弁
別
的
知
性
の
次
元
に
な
お
留
ま
っ
て
い
る
。〈
無
分
節
体
〉
の
直
接
無
媒
介
的
把
握
―
― 

そ
れ
こ
そ
禅
が
も
っ
ぱ
ら
関
心
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
る
―
―
に
向
け
て
の
人
間
の
全
面
的 

転
成
と
し
て
は
、
何
も
達
成
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。 

  
 

「
第
二
次
元
」
で
の
公
案
、
す
な
わ
ち
、
修
行
の
実
践
手
段
と
し
て
の
、
「
方
法
」
と
し
て
の 

公
案
は
、
知
性
に
よ
っ
て
は
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
逆
に
、
禅
の
学
人 

の
思
考
が
絶
対
に
機
能
し
な
い
よ
う
な
実
存
的
状
況
へ
と
、
ほ
と
ん
ど
力
づ
く
で
追
い
込
む 



目
的
の
た
め
に
特
別
に
工
夫
さ
れ
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
し
て
扱
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
（
略
） 

公
案
を
解
決
す
る
た
め
の
唯
一
頼
り
に
な
る
方
法
は
、
臨
済
禅
で
の
伝
統
的
な
見
方
で
は
、 

「
公
案
に
な
る
」
こ
と
、
完
璧
に
そ
の
公
案
と
一
つ
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
〈
趙
州 

の
柏
の
木
〉
の
解
決
は
、
自
分
が
〈
柏
の
木
〉
に
な
る
こ
と
に
あ
る
。〈
白
隠
の
片
手
〉
の 

解
決
は
、
自
分
が
「
片
手
の
音
」
に
な
る
こ
と
に
あ
る
。
（
略
） 

 

あ
る
僧
が
一
度
、
趙
州
禅
師
に
尋
ね
た
、「
犬
に
は
仏
性
が
あ
り
ま
す
か
？
」 

師
は
答
え
た
、
「
無
！
」 

 

公
案
の
意
味
を
解
こ
う
と
努
め
る
代
わ
り
に
、
学
人
は
、
主
体
性
が
す
っ
か
り
溶
解
し
、 

〈
無
〉
へ
と
転
じ
る
ま
で
、
そ
の
〈
無
〉
を
観
照
し
続
け
る
よ
う
厳
格
に
命
じ
ら
れ
る
。 

学
人
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
〈
無
〉
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
な
し
に
、
把
握
不
可
能 

な
〈
無
〉
に
向
い
合
う
こ
と
で
あ
る
。
（
略
） 

深
い
一
点
集
中
の
状
態
に
落
ち
着
い
て
、
学
人
は
身
心
全
体
を
消
失
し
、
〈
無
〉
と
い
う 

言
葉
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
特
殊
な
状
態
に
な
る
ま
で
、
つ
ま
り
趙
州
自
身
が
、
主
体
と
客
体 

へ
の
意
識
の
分
岐
を
越
え
て
「
無
！
」
と
い
う
言
葉
を
発
し
た
と
想
定
さ
れ
る
の
と
同
じ 

意
識
レ
ベ
ル
に
達
す
る
ま
で
、
静
か
に
あ
る
い
は
大
声
で
〈
無
〉
と
い
う
言
葉
を
自
分
自
身 

に
向
け
て
繰
り
返
し
な
が
ら
、
粘
り
強
く
一
心
不
乱
に
〈
無
〉
を
凝
視
続
け
な
け
れ
ば
な
ら 



な
い
。
（
略
）
〈
無
〉
と
い
う
言
葉
の
特
定
の
意
味
内
容
は
ま
た
、
学
人
の
内
に
、
主
体
と
客 

体
と
が
合
体
し
て
、
純
粋
な
〈
覚
知
〉
が
絶
対
的
な
単
一
体
に
な
っ
た
特
殊
な
心
理
状
態
を 

誘
発
す
る
こ
と
に
大
い
に
貢
献
す
る
。
（「
公
案
を
通
じ
て
の
思
考
と
非
思
考
」
） 

 
井
筒
俊
彦
は
、
幼
少
の
頃
か
ら
曹
洞
禅
の
修
行
者
だ
っ
た
父
親
か
ら
止
息
や
内
観
の
行
法
の
指
導
を

受
け
て
瞑
想
体
験
を
重
ね
、
ま
た
『
臨
済
録
』『
碧
巌
録
』
『
無
門
関
』
な
ど
の
公
案
書
を
与
え
ら
れ
て

素
読
を
強
い
ら
れ
た
と
言
う
。
彼
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
や
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
は
じ
め
三
十
以
上
の
外
国
語

を
習
得
し
、
そ
れ
ら
を
駆
使
し
て
イ
ン
ド
・
中
国
・
日
本
・
イ
ス
ラ
ー
ム
・
ギ
リ
シ
ャ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

ロ
シ
ア
の
思
想
・
哲
学
・
文
学
の
原
典
解
読
を
は
じ
め
、
綿
密
に
し
て
丁
寧
な
学
問
的
手
続
き
を
踏
み
、

時
空
を
超
え
た
東
西
の
思
想
を
範
型
論
的
に
思
索
す
る
独
自
の
哲
学
的
「
方
法
」
を
構
築
し
た
。 

さ
ら
に
彼
は
、
大
乗
仏
教
（
と
く
に
『
大
乗
起
信
論
』）
・
イ
ン
ド
哲
学
・
老
荘
思
想
・
日
本
の
禅
や

真
言
密
教
（
空
海
の
言
語
哲
学
）・
ギ
リ
シ
ャ
哲
学
に
は
じ
ま
る
西
洋
哲
学
（
と
く
に
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
・

ハ
イ
デ
ガ
ー
・
デ
リ
ダ
）・
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
（『
コ
ー
ラ
ン
』、
フ
ァ
ズ
ル
・
ッ
・
ラ
ー
）
・
ユ
ダ
ヤ
教

（
カ
ッ
パ
ー
ラ
ー
）・
ス
コ
ラ
哲
学
・
ロ
シ
ア
文
学
に
精
通
し
、
そ
の
博
識
の
も
と
に
独
自
の
「
分
節
」

論
に
よ
っ
て
古
今
東
西
横
断
的
な
「
東
洋
哲
学
」
を
論
じ
、
「
脱
構
築
」
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
か
ら

巨
匠
と
称
讃
さ
れ
る
ほ
ど
、
彼
の
「
脱
構
築
」
主
義
的
「
方
法
」
は
世
界
に
通
用
し
た
。 

私
は
、
井
筒
の
『
禅
仏
教
の
哲
学
に
向
け
て
』
に
出
会
い
、
私
が
大
拙
や
西
田
や
和
辻
に
投
げ
か
け

た
「
難
」
が
当
た
ら
ず
と
も
遠
か
ら
ず
だ
っ
た
こ
と
を
確
信
し
、
大
拙
や
西
田
や
和
辻
の
「
方
法
」
は



畢
竟
禅
知
ら
ず
の
「
喝
！
」
と
し
て
も
、
瞑
想
か
ら
出
た
超
言
語
の
禅
境
や
仏
教
教
理
を
西
洋
哲
学
の

概
念
や
思
考
や
論
理
で
「
読
む
」
問
題
に
、
は
じ
め
て
納
得
を
し
た
。 

 

⑯
臨
済
禅
の
已
達
で
破
戒
・
女
犯
の
「
か
ぶ
き
者
」
一
休
宗
純
は
、
頽
廃
著
し
い
室
町
時
代
の
京
の
都
と

放
浪
の
日
々
、
「
底
抜
け
の
無
」
を
生
き
「
事
事
無
礙
」
の
風
狂
を
詠
ん
だ
。 

 

瞿
曇
、
四
十
九
年
の
説
、
看
よ
看
よ
、
毘
耶
と
摩
羯
と
。 

邪
師
、
臆
説
し
て
話
頭
を
拈
ず
、
閻
王
の
前
、
豈
に
抜
舌
を
免
れ
ん
や
。 

（
仏
陀
が
四
十
九
年
間
に
説
い
た
話
は
、
よ
く
見
る
と
ヴ
ァ
イ
シ
ャ
ー
リ
ー
の
町
と
マ
ガ
ダ
国
（
＝

『
維
摩
経
』
と
『
諸
仏
要
集
経
』
）
で
（
ほ
か
に
は
な
く
）
、
野
狐
禅
の
老
師
は
推
測
や
単
な
る
思
い

つ
き
を
説
く
が
、
閻
魔
大
王
の
前
で
舌
を
抜
か
れ
る
ほ
か
は
な
い
）
。 

  
 

禅
を
説
き
道
を
学
す
る
は
、
本
よ
り
無
能
、
乱
世
の
英
雄
、
一
錫
の
僧
。 

 
 

覿
面
当
機
、
若
し
令
を
行
ぜ
ば
、
鉄
囲
百
億
、
棒
頭
に
崩
れ
ん
。 

（
禅
を
説
い
た
り
、
あ
れ
や
こ
れ
や
仏
道
を
学
ん
で
も
、
そ
も
そ
も
何
の
役
に
も
た
た
ず
、
乱
れ
た

世
の
中
で
頼
み
に
で
き
る
人
は
、
一
本
の
錫
杖
を
持
す
る
僧
で
あ
る
。
教
令
に
面
と
向
か
い
機
に
応

じ
て
そ
れ
を
行
じ
る
な
ら
、
百
億
の
鉄
囲
山
も
錫
杖
を
振
れ
ば
棒
頭
に
あ
た
っ
て
崩
れ
る
だ
ろ
う
）。 

 



生
身
の
大
日
、
覚
王
の
孫
、
出
入
す
神
通
、
活
路
の
門
。 

迦
葉
、
恵
持
す
、
長
夜
の
魄
、
秋
風
春
雨
、
月
黄
昏
。 

（
生
身
の
大
日
如
来
で
、
釈
尊
の
孫
で
あ
る
弘
法
大
師
は
、
神
秘
の
活
路
（
密
教
）
の
門
を
開
き
、

そ
こ
に
出
入
し
、
入
定
し
た
。
迦
葉
（
釈
尊
の
十
大
弟
子
の
大
迦
葉
、
禅
の
第
一
祖
）
は
（
鶏
足
山

に
て
入
定
し
）
死
後
の
魄
を
長
く
保
ち
続
け
て
い
る
。
秋
風
や
春
雨
に
黄
昏
の
月
が
似
合
う
）
。 

 

晩
年
情
を
深
く
交
わ
し
合
っ
た
「
森
侍
者
」
（
森
女
、
盲
目
の
旅
芸
人
、
三
十
代
の
美
女
）
と
の
詩 

盲
森
夜
々
吟
身
に
伴
う
、
被
底
の
鴛
鴦
私
語
新
た
な
り
。 

 
 

新
た
に
約
す
慈
尊
三
会
の
暁
、
本
居
古
仏
万
般
の
春
。 

（
盲
目
の
森
女
が
毎
夜
詩
人
（
私
）
に
付
き
合
い
、
オ
シ
ド
リ
の
よ
う
に
布
団
の
な
か
で
語
っ
て
は

交
わ
る
。
も
と
よ
り
老
残
の
身
の
万
事
回
春
、
弥
勒
三
会
の
よ
う
に
、
三
生
の
同
床
を
約
束
し
た
）。 

 

宿
忌
の
開
山
諷
経
、
経
呪
耳
に
逆
ら
う
、
衆
僧
の
声
。 

雲
雨
風
流
、
事
終
え
て
後
、
夢
閨
の
私
語
、
慈
明
を
笑
う
。 

（
大
燈
国
師
の
百
回
忌
の
お
逮
夜
に
、
坊
主
が
（
大
徳
寺
に
）
大
勢
集
ま
り
読
経
し
て
い
る
。
私
は

そ
れ
が
耳
障
り
で
（
近
く
の
瞎
驢
庵
で
）
美
人
と
情
を
交
わ
し
た
。
情
事
を
終
え
た
後
（
慈
明
婆
と

い
う
女
人
の
こ
と
で
知
ら
れ
る
）
慈
明
楚
圓
禅
師
の
こ
と
を
彼
女
と
ひ
そ
ひ
そ
語
り
笑
い
合
っ
た
）。 

 



楚
の
䑓
應
に
望
む
べ
し
、
更
に
應
に
攀
づ
べ
し
、
半
夜
、
玉
牀
、
愁
夢
の
間
。 

花
は
綻
ぶ
一
莖
、
梅
樹
の
下
。
凌
波
の
仙
子
、
腰
間
を
饒
る
。（
現
代
語
訳
は
敢
え
て
控
え
る
） 

 
辞
世 

十
年
、
花
の
下
、
芳
盟
を
理
む
。
一
段
の
風
流
、
無
限
の
情
。 

惜
別
す
、
枕
頭
児
女
の
膝
。
夜
深
う
し
て
雲
雨
、
三
生
を
約
す
。 

（
こ
の
十
年
、
花
の
下
で
（
森
女
と
）
情
を
交
わ
し
て
き
た
。
風
流
は
一
段
と
趣
き
を
増
し
交
情
は

無
限
。（
す
で
に
八
十
七
才
）
森
女
の
膝
枕
を
惜
し
み
、
深
夜
ま
で
情
事
に
ふ
け
り
三
生
を
約
束
し
た
）。 

 

『
狂
雲
集
』
に
語
ら
れ
る
一
休
の
「
荒
魂
」
は
、
正
確
な
仏
教
の
学
識
と
並
大
抵
で
は
な
い
禅
境
の

深
さ
に
裏
づ
け
ら
れ
、
純
禅
の
禅
僧
と
し
て
の
矜
持
や
心
意
気
に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
破
戒
・
女
犯
は

一
休
の
「
無
」
境
の
肉
体
化
（
妙
用
）
で
あ
り
、
頽
廃
し
た
大
徳
寺
や
京
都
五
山
の
師
家
や
野
狐
禅
者

へ
の
痛
烈
な
批
判
で
、
こ
れ
を
世
俗
的
な
狂
態
・
非
法
・
非
道
と
と
る
の
は
浅
知
恵
で
あ
る
。 

プ
ロ
の
禅
者
は
禅
境
と
生
き
様
が
一
如
で
「
無
」
の
「
妙
用
」
を
生
き
る
。
大
拙
は
蝶
ネ
ク
タ
イ
で

禅
を
英
訳
し
、
西
田
は
書
斎
で
禅
を
哲
学
化
し
た
。
二
人
の
居
士
禅
は
職
業
の
補
助
手
段
だ
っ
た
。 

 

⑰
有
名
な
公
案
「
庭
前
柏
樹
」
（「
無
門
関
」
第
三
十
七
則
）
に
云
う
、 

 



趙
州
、
因
み
に
僧
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
の
意
。
州
云
く
、
庭
前
の
柏
樹
子
。 

無
門
曰
く
、
若
し
趙
州
の
答
処
に
向
っ
て
見
得
し
て
親
切
な
ら
ば
、
前
に
釈
迦
無
く
後
に 

弥
勒
無
し
。 

 
概
念
規
定
が
一
切
無
化
さ
れ
る
禅
の
「
無
」
境
で
は
、
祖
師
達
磨
の
来
意
さ
え
も
庭
先
の
柏
の
木
に

等
し
く
「
た
だ
そ
こ
に
在
る
」
法
爾
自
然
。
達
磨
が
イ
ン
ド
か
ら
来
た
目
的
は
た
だ
「
無
為
」
で
あ
り
、

そ
の
意
味
で
過
去
の
釈
尊
も
未
来
の
弥
勒
も
、
一
休
に
と
っ
て
の
戒
体
・
女
体
も
、「
空
」
「
無
し
」
で

あ
る
。
つ
ま
り
は
、
「
世
界
の
禅
」
大
拙
も
、
「
日
本
を
代
表
す
る
」
西
田
も
、
「
た
だ
そ
こ
に
在
る
」

無
概
念
・
無
属
性
の
「
無
」
で
あ
り
、
「
般
若
則
非
」
も
禅
の
英
訳
や
海
外
伝
道
も
、「
無
の
場
所
」
や

「
絶
対
矛
盾
的
自
己
同
一
」
も
、
「
無
し
」
。
二
人
の
論
理
や
哲
学
は
「
大
我
」
（
サ
ト
リ
、
「
無
」
境
）

と
い
う
妄
想
に
落
ち
た
「
乾
屎
橛
（
か
ん
し
け
つ
）」
（
排
泄
物
）
に
帰
す
る
。 

 

と
も
あ
れ
私
の
草
学
道
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ガ
か
ら
発
し
た
瞑
想
法
は
、
仏
教
に
お
い
て
「
禅
定
」
と

な
り
、
「
三
昧
」
と
な
り
、
「
止
観
」
と
な
り
、
畢
竟
、「
止
」
は
道
元
の
「
黙
照
禅
」「
只
管
打
坐
」
に

尽
き
、
「
観
」
は
「
公
案
禅
」
の
『
碧
巌
録
』
『
臨
済
録
』
『
無
門
関
』
、
そ
し
て
一
休
の
破
戒
・
女
犯
と

い
う
「
無
」
の
風
狂
に
尽
き
、
「
止
観
双
運
」
は
瑜
伽
行
派
の
「
唯
識
無
境
」
、
さ
ら
に
は
密
教
観
法
の

「
三
密
加
持
」
と
「
入
我
我
入
」
に
極
っ
た
。 


